
子
ど
も
と
お
年
寄
り
も
立
ち
寄
っ
て
く
れ
ま

す
。
店
は
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も
さ
ん
が
多
く
来

店
し
ま
す
。
和
菓
子
・
駄
菓
子
が
た
く
さ
ん
売
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
世
代
の
お
客
様
の
気

持
ち
に
沿
い
た
い
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
は
機
転
が
利
く
イ
イ
人
た
ち
ば

か
り
で
す
。
店
舗
が
ま
た
増
え
た
ら
ス
タ
ッ
フ
さ

ん
の
助
け
も
受
け
な
が
ら
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た

賑
や
か
な
店
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
地
域
の

野
菜
と
か
も
売
っ
て
み
た
い
で
す
。

美
味
し
く
て
楽
し
い
商
品

が
沢
山
あ
り
ま
す
。

「
石
焼
芋
」
は
、
特
に
、

喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
に
向
か
っ
て

ア
イ
ス
や
フ
ラ
ッ
ペ
な
ど
が

ど
ん
ど
ん
入
荷
し
ま
す
。

駐
車
場
も
広
い
で
す
。

お
店
で
涼
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
い
。 素素

敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘丘丘
のののの
上上上上
のののの
シシシシ
ョョョョ
ッッッッ
ププププ

「「
フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
ママ
ーー
トト 

盛盛
岡岡
西西
松松
園園
店店
」」 

発行：NPO法人いわて地域活性化フォーラム「緑が丘しんぶん 丘」編集室  滝沢市巣子 208-31 メール iwate.forum2015@gmail.com FAX 019-641-9678

緑が丘、黒石野、東黒石野、東緑が丘、岩脇町、上田堤、箱清水、材木町、三ツ割地区一部等への全戸配布型フリー（無料）ペーパー。約 7,700部発行。

広広告告掲掲載載ののごご依依頼頼、、おお店店のの取取材材依依頼頼ななどどおお気気軽軽ににメメーールルくくだだささいい♪♪

              

診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 
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リリ
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♪♪ 

明明
日日
とと
いい
うう
字字
はは
明明
るる
いい
日日
とと
書書
くく
のの
ねね
～～ 

そそ
んん
なな
唄唄
がが
昔昔
にに 

ああ
っっ
たた
とと
かか 

（（
アア
ンン
真真
理理
子子
「「
悲悲
しし
みみ
はは
駆駆
けけ
足足
でで
やや
っっ
てて
くく
るる
」」 

）） 

そそ
れれ
にに
しし
てて
もも
今今
はは 

 

アア
ンン
ママ
リリ
なな
世世
界界
だだ
・・
・・
・・ 

そそ
れれ
はは 

とと
にに
かか
くく 

「「
ここ
のの
人人
にに
違違
いい
なな
いい
！！
」」
とと
思思
ええ
るる
人人
にに 

ここ
のの
世世
でで
偶偶
然然
にに
出出
会会
ええ
るる 

かか
もも
知知
れれ
なな
いい 

（（
ああ
るる
いい
はは 

出出
会会
ええ
なな
いい 

かか
もも
しし
れれ
なな
いい
）） 

そそ
れれ
がが
分分
かか
るる
のの
はは 

そそ
んん
なな
人人
がが
眼眼
前前
にに
現現
わわ
れれ
たた 

そそ
のの
とと
きき 

そそ
んん
なな
人人
がが
現現
れれ
たた
とと
しし
たた
らら  

本本
当当
にに
シシ
アア
ワワ
セセ 

一一
生生
かか
かか
っっ
てて
もも
現現
れれ
なな
いい 

そそ
れれ
がが
普普
通通
らら
しし
いい
かか
らら 

目目
のの
前前
にに
現現
れれ
てて
くく
れれ
たた
のの
でで
すす
ねね
！！ 

そそ
れれ
がが
嬉嬉
しし
くく
嬉嬉
しし
くく
てて 

♪♪ 

まま
たた
明明
日日
をを
待待
っっ
てて
いい
るる
～～ 

ＡＡ
ｈｈ
～～ 

（（
ザザ
・・
イイ
エエ
ロロ
ーー
モモ
ンン
キキ
ーー 

「「 

ＪＪ
ＡＡ
ＭＭ 

」」 

）） 

 

つつ
たた
なな
いい
けけ
れれ
どど 

心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
テテ
ーー
ママ 

走走
らら
せせ
るる
ボボ
イイ
スス
レレ
ココ
ーー
ダダ
ーー 

ここ
れれ
かか
らら 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・
・・
・・ 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っっ
てて
いい
まま
すす 

「「岩岩手手」」とといいうう字字はは 

「「若若手手」」にに似似てていいるる。。 

 

「「岩岩手手県県」」ででははななくく 

「「若若手手県県」」でですすねね。。 

小説「が丘ガール」に登場する雅彦君の雄姿  

縄文土偶のお面を手にして。 （Ｃ）Ｉ．Ｒ
（（高高松松・・上上田田・・桜桜台台・・青青山山・・本本宮宮ににはは配配布布さされれてていいまませせんん）） 

緑緑がが丘丘をを中中心心にに約約 77千千 77百百世世帯帯 にに無無料料配配布布ししてていいまますす！！ 

特特別別にに 材材木木町町・・三三ツツ割割地地区区一一部部 ににもも配配布布ししてていいまますす。。 

楽楽
しし
いい
店店
をを
めめ
ざざ
しし
てて 

膳膳膳膳
ぜん

亀亀亀亀
かめ

  店店店店長長長長  ささささんんんん  

私
が
小
学
校
に
上
が
る
時
か
ら
、
母
が
大
変
な

思
い
を
し
な
が
ら
こ
の
店
で
働
い
て
、
育
て
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
育
っ
て
い
る
の
で
、
こ

の
お
店
で
頑
張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
店
の
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
は
好
き
で
す
し
、
自

分
の
性
格
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

お
客
様
と
話
を
し
て
い
る
と
、
そ
の
方
の
人
生

が
見
え
る
よ
う
で
す
。
子
育
て
で
迷
っ
て
い
る
時

と
か
、
逆
に
教
え
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
今
の
趣
味

は
ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と
で
す
ね
。
ネ
ッ
ト
と
か
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
借
り
た
り
し
て
観
て
い
ま
す
。
最
近
観
た

の
は
、
詐
欺
師
の
話
で
す
。

子
育
て
真
っ
最
中
で
す
。
子
ど
も
の
体
調
不
良

や
ケ
ガ
な
ど
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
が
沢
山
あ
り

ま
す
が
、
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
な
ど
周
り

の
人
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
々
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

様
々
な
こ
と
を
覚
え
て
、
出
来
る
こ
と
も
増
え
て

い
く
中
で
、「
あ
い
さ
つ
」
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と

を
常
に
教
え
て
い
ま
す
。

楽楽
しし
みみ
はは
古古
いい
ドド
ララ
ママ
をを
観観
るる
ここ
とと 

フファァミミリリーーママーートト 盛盛岡岡西西松松園園店店 

 

盛岡市西松園１丁目１−１番１５
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ＰＰ 

ししままむむらら 

松松園園ババスス 
タターーミミナナルル 

ささんん 

第第 110022 回回 

「
あ
い
さ
つ
」
を
通
し
て

沢
山
の
方
と
触
れ
合
い
、
子

ど
も
た
ち
の
人
生
の
財
産

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
親

で
あ
る
私
が
手
本
と
な
り
、

「
あ
い
さ
つ
」
を
し
っ
か
り

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を

体
験
さ
せ
た
り
、
大
人
と
関

わ
る
と
、
子
ど
も
は
精
神
的

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
」
以
外
に

「
愛
嬌
」
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

入
店
さ
れ
た
お
客
様
に

明
る
く
元
気
に
挨
拶
を
し
、

安
心
し
て
買
い
物
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
新
聞
は
、
若
い
お
母

さ
ん
に
も
読
ま
れ
て
い
ま

す
よ
。
「
緑
が
丘
新
聞
、
面

白
い
よ
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
話
題
と
か
、
小
さ
な
こ

と
で
も
イ
イ
。「
仲
間
を
募

集
」
と
い
う
記
事
で
も
イ
イ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
話
題
、
読

者
の
声
な
ど
を
載
せ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

募
集
し
て
み
た
ら
い
か

が
で
す
か
？

最最
近近
のの
ヒヒ
ッッ
トト
商商
品品
はは
「「
石石
焼焼
芋芋
」」 

「「
子子
育育
てて
」」
はは
「「
自自
分分
育育
てて
」」 

接接
客客
のの
心心
得得
はは
？？ 

ここ
のの
新新
聞聞
はは
面面
白白
いい 

駄駄菓菓子子ココーーナナーー 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘
（２）

連連載載 劇作家くらもちひろゆきさんの脱力系のエッセー、
随時掲載します。お楽しみに！

くくららももちち ひひろろゆゆきき ささんん のの 
そそここははそそれれ エエッッセセーー 

ｅｅｓｓｓｓａａｙｙ 

「「
法法
事事
」」
だだ
のの
「「
死死
にに
目目
にに
会会
うう
」」
だだ
のの
、、
そそ
っっ
ちち

方方
面面
のの
タタ
イイ
トト
ルル
がが
続続
いい
てて
しし
まま
うう
のの
だだ
がが
、、
本本
当当
にに

去去
年年
のの
年年
末末
かか
らら
ここ
ここ
まま
でで
、、
関関
わわ
りり
のの
厚厚
いい
薄薄
いい
はは

ああ
るる
もも
のの
のの
、、
知知
りり
合合
いい
のの
訃訃
報報
がが
続続
くく
。。 

 

自自
慢慢
じじ
ゃゃ
なな
いい
がが
、、
両両
親親
のの
死死
にに
目目
にに
はは
会会
っっ
てて
いい

なな
いい
。。
良良
くく
「「
死死
にに
目目
にに
会会
ええ
なな
かか
っっ
たた
」」
とと
後後
悔悔
しし

てて
るる
、、
みみ
たた
いい
なな
ここ
とと
をを
見見
聞聞
きき
すす
るる
ここ
とと
もも
ああ
るる
のの

だだ
がが
、、
特特
にに
後後
悔悔
はは
なな
いい
。。 

死死
にに
目目
っっ
てて
、、
死死
ぬぬ
瞬瞬
間間
っっ
てて
ここ
とと
でで
すす
よよ
ねね
？？ 

 

いい
やや
ああ
、、
人人
のの
死死
ぬぬ
瞬瞬
間間
っっ
てて
、、
なな
んん
かか
、、
見見
たた
いい

もも
のの
でで
もも
なな
いい
かか
なな
っっ
てて
思思
うう
。。 

そそ
れれ
にに
、、
死死
にに
目目
にに
会会
うう
たた
めめ
にに
はは
、、
死死
にに
目目
にに
会会

うう
たた
めめ
にに
ずず
っっ
とと
準準
備備
しし
てて
なな
いい
とと
いい
けけ
なな
いい
。。 

いい
つつ
亡亡
くく
なな
るる
かか
わわ
かか
らら
なな
いい
けけ
どど
、、
大大
体体
のの
目目
標標

（（
ここ
のの
言言
いい
方方
もも
どど
うう
かか
とと
思思
うう
がが
））
をを
定定
めめ
てて
、、
そそ

のの
ああ
たた
りり
のの
時時
間間
帯帯
はは
、、
トト
イイ
レレ
にに
行行
くく
のの
もも
気気
をを
遣遣

うう
、、
みみ
たた
いい
なな
状状
態態
でで
いい
なな
けけ
れれ
ばば
いい
けけ
なな
いい
のの
だだ
。。 

劇劇作作家家、、演演出出家家、、「「架架空空のの

劇劇団団」」代代表表、、盛盛岡岡市市在在住住。。

日日本本劇劇作作家家協協会会東東北北支支部部長長

等等をを歴歴任任。。 
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死死にに目目にに会会うう 

我我
慢慢
にに
我我
慢慢
をを
重重
ねね
たた
けけ
れれ
どど
、、
まま
だだ
死死
にに
目目
状状

態態
にに
なな
らら
なな
いい
かか
らら
、、
限限
界界
前前
にに
うう
っっ
かか
りり
トト
イイ
レレ

行行
っっ
てて
るる
間間
にに
そそ
うう
いい
うう
ここ
とと
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた

らら
、、
そそ
れれ
はは
ちち
ょょ
っっ
とと
残残
念念
なな
気気
がが
すす
るる
のの
でで
、、
オオ

レレ
のの
場場
合合
はは
、、
まま
ああ
、、
間間
にに
合合
っっ
たた
らら
みみ
たた
いい
なな
具具

合合
でで
連連
絡絡
をを
もも
らら
うう
ここ
とと
にに
しし
てて
いい
たた
。。 

 

何何
がが
何何
でで
もも
とと
いい
うう
気気
はは
ああ
まま
りり
なな
いい
しし
、、
間間
にに

合合
わわ
なな
くく
てて
もも
そそ
れれ
はは
そそ
うう
いい
うう
もも
のの
だだ
とと
思思
っっ
てて

いい
たた
。。
でで
まま
ああ
、、
後後
悔悔
もも
特特
にに
なな
いい
のの
でで
、、
そそ
れれ
はは

そそ
れれ
でで
いい
いい
かか
なな
とと
思思
っっ
てて
いい
るる
。。 

 

たた
だだ
一一
度度
、、
死死
にに
目目
にに
会会
っっ
たた
のの
はは
、、
飼飼
っっ
てて
いい

たた
ネネ
ココ
がが
死死
んん
だだ
とと
きき
でで
、、
ここ
のの
とと
きき
はは
ココ
ロロ
ナナ
下下

だだ
っっ
たた
のの
でで
、、
家家
族族
全全
員員
がが
顔顔
をを
揃揃
ええ
てて
いい
てて
、、
みみ

んん
なな
でで
見見
送送
るる
ここ
とと
がが
出出
来来
たた
。。 

最最
期期
はは
眠眠
るる
よよ
うう
にに
、、
とと
いい
うう
わわ
けけ
でで
もも
なな
くく
、、

荒荒
いい
息息
遣遣
いい
でで
喘喘
ぐぐ
よよ
うう
にに
数数
回回
呼呼
吸吸
をを
しし
たた
のの

ちち
、、
パパ
タタ
リリ
とと
静静
かか
にに
なな
っっ
たた
。。 

 

当当
然然
悲悲
しし
いい
。。 

 

とと
はは
いい
ええ
寿寿
命命
とと
いい
うう
のの
はは
何何
にに
でで
もも
ああ
るる
。。 

どど
うう
やや
っっ
てて
もも
次次
第第
にに
衰衰
ええ
てて
、、
いい
ずず
れれ
寿寿
命命
をを

迎迎
ええ
るる
のの
だだ
かか
らら
、、
ささ
ほほ
どど
抗抗
わわ
ずず
、、
平平
穏穏
にに
そそ
のの

とと
きき
をを
迎迎
ええ
らら
れれ
れれ
ばば
いい
いい
んん
じじ
ゃゃ
なな
いい
かか
とと
思思
っっ

てて
いい
るる
。。 

まま
ああ
、、
実実
際際
そそ
うう
なな
っっ
てて
くく
るる
とと
どど
うう
なな
るる
かか
わわ

かか
らら
なな
いい
んん
だだ
けけ
どど
ねね
。。 

くくららももちち ひひろろゆゆきき ささんん 

読者の娘さん（元保育士）が子育て中だとか。
悲喜こもごもの「子育て奮闘記」を綴ります。

第 20 話 泣くようになって…

丘 読者の娘さん（元保育士）が子育て中だとか。
悲喜こもごもの「子育て奮闘記」を綴ります。

第 20 話 泣くようになって…

遠遠くくをを 
眺眺めめるる 

保保育育園園もも新新年年度度がが始始ままりりククララススやや担担任任のの先先生生もも

変変わわりり、、同同じじククララススのの園園児児もも倍倍にに増増ええままししたた。。 

環環境境がが変変わわりりままししたたがが、、息息子子はは保保育育園園がが大大好好ききなな

ののでで特特にに心心配配ももいいららなないいだだろろううとと思思っってていいままししたた。。 

ままたた張張りり切切っってて保保育育園園にに行行けけるるよよううににななるるののににどどれれだだけけのの時時間間がが必必要要ににななるるかか

はは分分かかららなないいけけれれどど、、保保育育園園でで頑頑張張っっててききててるる分分、、おお家家ででははたたくくささんん甘甘ええるる時時間間

をを作作っってていいここううとと思思いいままししたた。。 

保保育育園園にに行行くく前前にに、、おお家家のの前前をを通通るる車車をを眺眺めめるるののがが日日課課。。 

連載

第DDDDiiiiaaaarrrryyyy 子子育育てて 
ダダダダイイイイアアアアリリリリーーーー  

大大人人ででもも環環境境のの変変化化にに慣慣れれるるののはは時時間間ががいいるるもものの。。 

そそりりゃゃ、、子子どどもももも同同じじだだよよななああとと思思いいままししたた。。 

いいつつももおお利利口口ささんんにに保保育育園園にに行行っっててくくれれててるる息息子子ににママママがが甘甘ええててししままいい、、

当当たたりり前前ののここととをを気気付付けけななくくててごごめめんんねね。。 

ででももままだだ１１歳歳ちちょょっっととのの息息子子ににととっっててはは戸戸

惑惑いいがが多多かかっったたののかか、、頻頻繁繁にに体体調調をを崩崩ししたたりり

保保育育園園にに行行くくののをを嫌嫌ががるるよよううににななりりままししたた。。 

家家にに帰帰っっててききててかかららはは｢｢抱抱っっここ抱抱っっここ～～｣｣がが

口口癖癖ににななりり、、少少ししででももママママのの姿姿がが見見ええなないいとと

泣泣くくよよううににななっっててししままいいままししたた。。 

ううるるしし茶茶でで ホホッッとと一一息息 

かかぶぶれれまませせんん 独独特特のの香香ばばししささとと爽爽ややかかなな風風味味ががあありり、、
かかぶぶれれまませせんん。。 
岩岩手手産産ののウウルルシシのの種種ををじじっっくくりりロローースス

トトししてて挽挽いいたた、、風風味味ののああるるほほううじじ茶茶でですす。。
ここれれままででのの「「ウウルルシシココーーヒヒーー」」ととはは違違うう、、
洗洗練練さされれたた風風味味にに仕仕上上ががりりままししたた。。 
妊妊娠娠中中ななどどカカフフェェイインンのの摂摂取取がが気気にになな

るる方方ににもも安安心心ししてておお飲飲みみいいたただだけけまますす。。 

ううるるしし茶茶 テティィーーババッッググ  
1100個個入入りり ノノンンカカフフェェイインン 

11,,662200円円（（税税込込））++ 送送料料 119988 円円 

岩岩手手医医科科大大学学薬薬学学部部、、岩岩手手生生物物工工学学研研究究セセンンタターー、、

松松沢沢漆漆工工房房にによよるる共共同同研研究究がが学学会会発発表表さされれ、、当当社社製製

ううるるしし茶茶にに血血圧圧をを抑抑制制すするる作作用用をを示示唆唆すするる結結果果がが出出

ままししたた。。（（日日本本農農芸芸化化学学会会 22002233）） 

 

血血圧圧抑抑制制作作用用をを示示唆唆すするる研研究究結結果果もも 

株株式式会会社社松松沢沢漆漆工工房房 

hhttttppss::////mmaattssuuzzaawwaakkoobboo..ccoomm// 

オオンンラライインンシショョッッププももあありりまますす 

・・テティィーーババッッググをを急急須須にに入入れれまますす。。 

・・約約１１６６００ｍｍｌｌのの熱熱湯湯をを注注ぎぎまますす。。 
・・蓋蓋ををししてて約約２２分分待待ちち、、おお飲飲みみくくだだささいい。。 

ううるるしし茶茶のの美美味味ししいい淹淹れれ方方 

浄浄法法寺寺塗塗 塗塗箸箸 

22,,330000 円円（（税税込込））++ 送送料料 119988円円 

ここのの広広告告枠枠がが 22 ココママ 
1188，，000000円円（（月月額額・・税税別別））でですす。。 

おお問問合合せせははメールでお願いします。。 

→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

メ ルでお願いします

広広告告料料金金
・・11ココママ 99,,000000円円（（１１かか月月・・税税別別））をを基基準準ににししままししてて 

・・22ココママ（（1188,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・33ココママ（（2277,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・55ココママ（（4455,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・66ココママ横横広広告告（（5544,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別））、、 

・・1100ココママ横横広広告告（（9900,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・全全面面広広告告（（222200,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

広広
告告
募募
集集 写写真真加加工工ののポポイインントト 

写写真真をを鮮鮮ややかかにに加加工工すするる！！ 

江江見見

え み

 真真 一一

まさかず

先先生生 

（（ＹＹＥＥＳＳパパソソココンン学学院院）） 
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第 13回ＰＰＰＰＣＣＣＣ・・・・ススススママママホホホホ  活活活活用用用用術術術術  技技あありり！！   

１１ 明明るるささ､､ココンントトララスストトはは上上げげすすぎぎなないい 

２２ 彩彩度度をを少少しし上上げげてて全全体体のの色色をを鮮鮮ややかかににすするる 

３３ 色色合合いいをを少少しし変変ええててみみるる 

写写真真のの加加工工ポポイインントトをを 

動動画画でで見見るるここととがが出出来来まますす。。 

iiPPhhoonnee のの標標準準アアププリリでで、、桜桜ををキキレレイイにに加加工工ししよようう！！ 

よしだ かずを さん

BB ll oo gg 

よしだ かずを さん

ちちょょっっととーーーーーー。。 

ちちょょっっととーーーーーーーーーーーーーー。。 

ちちょょっっととーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー！！！！ 

 

ままっったたりりなな夜夜、、ももうう閉閉めめよよううかかとと思思っってていいたた夜夜 

1100::0000 過過ぎぎにに電電話話ああっってて、、 

「「今今かからら 2200 人人位位でで２２次次会会ででいいききたたいいんんでですすけけどどーー。。」」 

知知ららなないいメメンンツツででももなないいののでで帰帰宅宅すするる予予定定、、返返上上。。 

大大慌慌てて！！！！ ((๑˙̇❥❥˙̇๑)) 
準準備備万万端端、、待待ちち受受けけたた((^̂^̂)) 

そそししたたらら。。 

１１時時間間半半後後、、1111::3300分分にに電電話話。。 

「「すすみみまませせんん、、キキャャンンセセルルででおお願願いいししまますす」」 

だだととささ。。ああらららららららら。。 

ささああ、、早早くく帰帰っってて寝寝るるししかかなないいっっっっ。。 

帰帰るるわわ。。 

地地元元ミミュューージジシシャャンンとと

ししててはは「「草草分分けけ的的存存在在」」

とと言言わわれれてておおりりまますす。。 

長長年年、、中中津津川川べべりりフフォォ

ーーククジジャャンンボボリリーーのの実実行行

委委員員長長ににもも。。店店でではは、、昼昼

ののラランンチチはは私私がが調調理理ししまま

すす。。夜夜ののおお酒酒タタイイムムもも私私

ががややっってて、、午午後後のの「「おお茶茶

タタイイムム」」はは女女房房にに任任せせてて
休休憩憩ししてていいまますす。。 

よしだ かずを さんのサイト

から転載しました

第第１１44 回回  いいややははやや 

ままっったたりり ブブロロググ 
ひひねねももすす ほほっっとと茶茶屋屋 ささんんのの 

⌒⌒⊥⊥⌒⌒ゞゞ 

連連載載 

中ノ橋通で「ひねもすほっと茶屋」を経営されている吉田さんが

日々の想いを綴ってくれます。お楽しみに！



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（３）

地域の方々の健康維持と健康増進のためのコラムを書
いていただくよう、先生にお願いしました。関係方面の
ご理解のもと連載することといたしました。（編集室）

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
かつみ

 先先生生 
（プロフィール）
わたなべ内科・脳神経内科クリニッ
ク（高松３丁目）院長。長年にわたり、
脳神経内科医として、診療にたずさわ
ってこられました。医大時代はバイオ
リンを演奏していました。

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第９９９９回回）） 

『『脳脳卒卒中中』』をを予予防防すするるたためめのの十十かか条条！！

ママルルイイチチ 

上上
田田
方方
面面

北北上上川川 
夕夕
顔顔
瀬瀬
橋橋

盛盛岡岡駅駅方方面面 舘舘坂坂橋橋方方面面 

材材木木町町商商店店街街 

岩岩手手高高校校 
県県庁庁方方面面 

一一生生美美味味ししくく食食事事ががででききるるおお口口
のの健健康康をを提提供供ししてていいまますす 

ホホワワイイトトニニンンググのの特特長長

歯歯のの内内部部かからら白白くくししまますす

歯歯をを強強くくししななががらら白白くくししまますす 

飲飲食食制制限限ははあありりまませせんん
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院院
長長 

中中
谷谷
寛寛
之之

素素
敵敵
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？？

2244時時間間予予約約可可能能でですす 

hhttttppss::////zzmmtt--ddcc..ccoomm// 

駐駐車車場場有有 
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。。 

脳脳卒卒中中はは、、ママヒヒ、、歩歩行行障障害害やや言言語語障障害害ななどどのの後後遺遺症症がが残残るるここととがが多多くく、、「「寝寝たたききりり」」のの最最大大のの原原因因ににななっっ

てていいまますす。。発発症症をを予予防防すするるたためめにに「「脳脳卒卒中中予予防防十十かか条条」」ををももととにに、、自自分分のの体体調調やや生生活活習習慣慣をを見見直直ししててみみまま

ししょょうう。。 

①①「「手手始始めめにに 高高血血圧圧かからら 治治ししままししょょうう」」 

脳脳卒卒中中はは血血圧圧のの高高いい人人にに起起ここりりややすすくく、、高高血血圧圧ににななるるとと、、脳脳のの血血管管にに強強いい圧圧力力ががかかかかりり傷傷つつききややすすくくなな

るるたためめ、、脳脳のの血血管管がが詰詰ままっったたりり破破れれたたりりすするる危危険険性性がが高高くくななりりまますす。。 

②②「「糖糖尿尿病病 放放っってておおいいたたらら 悔悔いい残残るる」」 

長長期期ににわわたたるる高高血血糖糖状状態態にによよりり全全身身のの血血管管にに動動脈脈硬硬化化ををききたたしし、、様様々々なな合合併併症症をを引引きき起起ここししまますす。。糖糖尿尿

病病のの人人はは糖糖尿尿病病ででなないい人人のの 22〜〜44倍倍もも高高いい頻頻度度でで脳脳梗梗塞塞ににななるるとと言言わわれれてていいまますす。。 

③③「「不不整整脈脈 見見つつかかりり次次第第 すすぐぐ受受診診」」 

脈脈ののリリズズムムがが乱乱れれるるここととをを不不整整脈脈とと言言いいまますす。。特特にに心心房房細細動動とといいうう不不整整脈脈はは、、心心臓臓ががけけいいれれんんすするるよようう

にに収収縮縮すするるたためめ、、血血液液ががススムムーーズズにに流流れれずずににううっっ滞滞ししてて、、血血栓栓（（血血ののかかたたままりり））ががででききややすすくくななりりまますす。。

ここのの血血栓栓がが脳脳にに運運ばばれれ、、脳脳のの血血管管をを詰詰ままららせせるるとと脳脳梗梗塞塞ににななりりまますす。。心心房房細細動動はは特特にに高高齢齢者者にに多多いい不不整整脈脈

でですす。。 

④④「「予予防防ににはは タタババココをを止止めめるる 意意志志をを持持てて」」 

タタババココはは「「百百害害ああっってて一一利利ななしし」」。。喫喫煙煙ををすするるここととにによよっってて、、ガガンンやや心心臓臓病病ななどど様様々々なな病病気気ににかかかかるるリリスス

ククがが高高くくななりりまますす。。喫喫煙煙にによよりり血血液液はは濃濃くくななりり、、血血圧圧もも上上昇昇ししてて動動脈脈硬硬化化がが進進みみ、、脳脳卒卒中中をを起起ここししややすすくく

ななりりまますす。。禁禁煙煙にによよるる脳脳卒卒中中発発症症ののリリススククはは、、禁禁煙煙にによよっってて２２年年以以内内にに急急速速にに下下ががりりまますす。。 

⑤⑤「「アアルルココーールル 控控ええめめはは薬薬 過過ぎぎれればば毒毒」」 

適適度度ににアアルルココーールルをを飲飲むむ人人はは、、ままっったたくく飲飲ままなないい人人よよりりもも脳脳卒卒中中ににななるる危危険険ががやややや少少なないいとと言言わわれれてていい

まますす。。たただだ、、適適量量をを過過ぎぎれればば逆逆にに体体のの毒毒ににななりり、、脳脳卒卒中中ににななるる危危険険性性もも高高ままりりまますす。。日日本本人人ににととっっててのの適適

量量はは、、日日本本酒酒なならら 11 合合、、ビビーールルなならら中中瓶瓶 11 本本、、赤赤ワワイインンななららググララスス 22 杯杯でですす。。ままたた、、週週にに２２日日はは休休肝肝日日をを

設設けけままししょょうう。。 

⑥⑥「「高高すすぎぎるる ココレレスステテロローールルもも 見見逃逃すすなな」」 

血血中中ののココレレスステテロローールルののううちちＬＬＤＤＬＬ（（悪悪玉玉））ココレレスステテロローールルがが増増ええるるとと、、動動脈脈硬硬化化がが進進みみややすすくくななりりまま

すす。。一一方方、、ＨＨＤＤＬＬ（（善善玉玉））ココレレスステテロローールルはは血血管管ににつついいたたＬＬＤＤＬＬココレレスステテロローールルをを除除去去ししてて動動脈脈硬硬化化がが進進

ままなないいよよううにに働働ききまますす。。脳脳卒卒中中をを防防ぐぐたためめににはは、、ＬＬＤＤＬＬココレレスステテロローールルをを減減ららしし、、ＨＨＤＤＬＬココレレススロローールルをを

増増ややすすここととがが必必要要でですす。。 

⑦⑦「「おお食食事事のの 塩塩分分・・脂脂肪肪 控控ええめめにに」」 

塩塩分分、、脂脂肪肪分分のの多多いい食食事事はは、、高高血血圧圧、、高高脂脂血血症症ななどどのの病病気気をを引引きき起起ここしし、、脳脳卒卒中中ののリリススククをを高高めめるる結結果果

ににななりりまますす。。推推奨奨さされれるる塩塩分分のの一一日日摂摂取取量量はは健健康康なな成成人人男男性性でで 77..55gg 未未満満、、女女性性でで 66..55gg 未未満満、、高高血血圧圧のの人人

はは 66gg未未満満でですす。。脂脂肪肪分分のの摂摂取取量量をを減減ららすすたためめににはは、、揚揚げげ物物、、炒炒めめ物物ななどど油油をを多多くく使使うう料料理理ははななるるべべくく避避けけ

ままししょょうう。。 

⑧⑧「「体体力力にに 合合っったた運運動動 続続けけよようう」」 

運運動動はは、、脂脂肪肪やや糖糖質質のの代代謝謝をを促促進進すするるだだけけででななくく、、ＨＨＤＤＬＬ（（善善玉玉））ココレレスステテロローールルをを増増ややすす効効果果ももあありり

まますす。。肥肥満満やや糖糖尿尿病病、、高高血血圧圧、、高高脂脂血血症症ななどど生生活活習習慣慣病病のの予予防防やや改改善善にに役役立立ちち、、ひひいいててはは脳脳卒卒中中のの予予防防にに

つつななががりりまますす。。11日日 2200分分以以上上のの散散歩歩ななどど毎毎日日続続けけらられれるる簡簡単単なな運運動動がが効効果果的的でですす。。息息ががははずずむむ程程度度のの速速ささ

がが良良いいでですすがが、、年年齢齢・・性性別別・・体体力力にに合合わわせせ無無理理ななくく生生活活にに運運動動をを取取りり込込みみままししょょうう。。 

⑨⑨「「万万病病のの 引引きき金金ににななるる 太太りりすすぎぎ」」 

高高血血圧圧やや糖糖尿尿病病、、高高脂脂血血症症ななどど、、ささままざざままなな生生活活習習慣慣病病のの原原因因ととななるる肥肥満満。。肥肥満満のの解解消消はは、、脳脳卒卒中中のの予予

防防ににもも欠欠かかせせまませせんん。。太太りり気気味味のの人人はは食食生生活活やや運運動動不不足足をを見見直直ししてて、、減減量量をを目目指指ししままししょょうう。。 

⑩⑩「「脳脳卒卒中中 起起ききたたららすすぐぐにに 病病院院へへ」」 

脳脳卒卒中中のの兆兆候候にに、、３３つつのの症症状状をを取取りり上上げげたた『『ＦＦＡＡＳＳＴＴ』』とといいうう標標語語ががあありりまますす。。 

『『ＦＦ』』：：ＦＦａａｃｃｅｅ顔顔のの麻麻痺痺（（片片方方のの顔顔ががゆゆががんんででいいるる。。）） 『『ＡＡ』』：：ＡＡｒｒｍｍ腕腕のの麻麻痺痺（（片片方方のの手手がが落落ちちるる。。）） 

『『ＳＳ』』：：ＳＳｐｐｅｅｅｅｃｃｈｈ言言葉葉のの障障害害（（言言葉葉がが出出ててここなないい。。呂呂律律がが回回ららなないい。。）） 

『『ＴＴ』』：：ＴＴｉｉｍｍｅｅ発発症症時時刻刻（（症症状状にに気気付付いいたた時時間間をを確確認認！！）） 

 

以以上上ののよよううなな「「顔顔」」「「手手（（腕腕））」」「「口口（（言言葉葉））」」ののううちち、、ひひととつつででもも症症状状ががみみらられれたたらら、、「「時時間間」」をを確確認認ししてて、、

必必ずず、、そそししててななるるべべくく「「ＦＦＡＡＳＳＴＴ（（早早くく））」」、、医医療療機機関関をを受受診診すするる事事がが大大切切でですす。。 

脳脳脳脳卒卒卒卒中中中中予予予予防防防防十十十十かかかか条条条条 

脳脳卒卒中中ととはは？？ 

脳脳卒卒中中ととはは脳脳血血管管障障害害とともも言言わわれれ、、脳脳のの血血管管にに何何ららかかのの問問題題

がが起起ここっってて、、脳脳がが障障害害をを受受けけるる病病気気でですす。。 

脳脳のの血血管管がが詰詰ままるる「「脳脳梗梗塞塞」」、、脳脳内内のの血血管管がが破破れれるる「「脳脳出出血血」」、、

脳脳表表面面のの血血管管ににででききたたココブブ（（脳脳動動脈脈瘤瘤））がが破破裂裂すするる「「くくもも膜膜下下

出出血血」」のの３３つつののタタイイププががあありりまますす。。 

脳脳卒卒中中をを発発症症すするるとと、、障障害害をを受受けけたた脳脳がが司司っってていいたた機機能能（（手手

足足のの運運動動やや発発語語ななどど））がが障障害害さされれたたりり、、場場合合にによよっっててはは死死にに至至

るる事事ももあありりまますす。。 

脳脳
卒卒
中中
のの
兆兆
候候 

★★hhttttpp::////wwwwww..ssgg--mmiiyyaaggiikkaaii..jjpp// 

家家族族のの介介護護でで困困っってていいるる方方、、 
ごご相相談談下下ささいい。。  入入居居者者募募集集中中 

 職職員員募募集集（（介介護護・・看看護護・・ケケアアママネネ）） 
ハハロローーワワーーククににもも登登録録中中。。パパーートト介介護護、、介介護護補補助助等等もも。。 

施施設設見見学学大大歓歓迎迎！！ おお気気軽軽にに問問合合せせくくだだささいい！！ 

入入居居相相談談はは 

☎☎ ００１１９９  

私私たたちちままでで

（（相相談談員員））外外川川、、吉吉田田、、外外久久保保ままでで

現現在在、、ユユニニッットト型型個個室室 
入入居居がが可可能能でですす。。 

 
※※ 申申込込順順ででははあありりまませせんん。。状状況況よよりり入入居居をを見見送送るる場場合合ががあありりまますす。。 

早早めめのの 

入入居居申申込込書書はは 
ホホーームムペペーージジかからら 
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今今なならら 入入職職祝祝いい金金 最最大大１１５５万万円円 支支給給！！ 
※※夜夜勤勤可可能能なな常常勤勤のの介介護護職職員員  ※※オオンンココーールル可可能能なな常常勤勤のの看看護護職職員員にに限限るる 

4月 22日開催 盛岡農業高校「黒平豆」交流会の様子

生徒さん手作り「黒平豆プリン」 黒平豆の「豆まき体験」

((６６６６５５)) １１３３１１００ 



 
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399

ははりり灸灸  ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P

高高松松 11--55--44 

往往診診ででききまますす。。 

不不定定休休でですす。。 

交交通通手手段段ののなないい方方はは、、 

ごご相相談談くくだだささいい。。 

診診察察日日時時はは、、電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

2010 年ＨＩＫＡＲＩ
ＣＵＰグランプリ・
ジャーナル賞、2012
年ミルボン・デザイ
ナーズアビリティー
最高賞、2018 年ジャ
パンへアドレッシン
グ・アワード北海
道・東北エリア・ノ
ミネートなど。

一一番番良良いいののはは、、洗洗わわなないいここととでですす。。冗冗談談ででははななくく、、本本当当でですす。。 

洋洋服服とと同同じじでで、、洗洗うう回回数数がが多多いいほほどど色色落落ちちししまますす。。 

ととはは言言っっててもも何何日日もも洗洗わわなないいわわけけににももいいかかなないいののでで、、実実際際にに

大大事事ににななるるののがが使使用用すするる「「シシャャンンププーー」」とと「「洗洗いい方方」」ににななりりまま

すす。。シシャャンンププーーはは洗洗剤剤ににななるるののでで、、強強いい洗洗剤剤ほほどど良良くく色色落落ちちしし

まますす。。更更にに強強いい洗洗剤剤ででゴゴシシゴゴシシ洗洗ううとと、、油油汚汚れれもも、、泥泥汚汚れれももスス

ッッキキリリでですす（（笑笑））とと言言ううよよううにに、、カカララーーのの色色持持ちちをを考考ええるる場場合合、、

優優ししいいシシャャンンププーーをを使使っってて、、優優ししくく洗洗ううここととでで、、カカララーーリリンンググ

のの色色持持ちちはは変変わわっっててききまますすののでで、、今今日日かかららででもも優優ししくく洗洗っっててみみ

ままししょょうう。。ももちちろろんん優優ししくく洗洗ううここととはは頭頭皮皮ににもも良良いいでですすよよねね。。 

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

知知知知っっっったたたたらららら優優優優ししししくくくくししししちちちちゃゃゃゃうううう髪髪髪髪ののののこここことととと  

髪と頭皮と

私

中中舘舘 弥弥寿寿夫夫 ささんん 

第８６話 カカララーーのの色色持持ちちをを良良くくししたたいい！！ 
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第第 6655話話  中中国国名名医医伝伝 1122（（ 華華佗佗 編編 ③③ ））

華華佗佗かかだだ③③ 

佐佐々々木木
さ さ き

 正正人人
まさひと

 先先生生 

鍼灸師 鍼灸ささき・院長。
高松で鍼灸治療院を開いて
います。岩手県トライアスロン
協会事務局長もされています。

佐々木先生のひとくちコラムム佐々木先生 ひひとくくちち ララ

東東洋洋医医学学のの話話  

体体ののパパワワーーススポポッットト 
かか だだ 

中中谷谷寛寛之之 先先生生 

連連
載載 

（（
エエ
ナナ
メメ
ルル
質質
がが
虫虫
歯歯
）） 

歯歯
のの
表表
面面
のの
エエ
ナナ
メメ
ルル
質質
がが
虫虫
歯歯
にに
なな
っっ
てて
いい

るる
状状
態態
でで
すす
。。
虫虫
歯歯
のの
部部
分分
をを
削削
っっ
てて
詰詰
めめ
物物
をを

すす
るる
治治
療療
をを
行行
いい
まま
すす
。。 

（（
象象
牙牙
質質
がが
虫虫
歯歯
）） 

エエ
ナナ
メメ
ルル
質質
のの
内内
側側
にに
ああ
るる
象象
牙牙
質質
まま
でで
虫虫
歯歯

にに
なな
っっ
てて
いい
るる
状状
態態
でで
すす
。。
冷冷
たた
いい
もも
のの
がが
歯歯
にに

しし
みみ
るる
なな
どど
自自
覚覚
症症
状状
がが
出出
てて
くく
るる
のの
でで
、、
虫虫
歯歯

にに
気気
がが
つつ
くく
方方
もも
多多
いい
でで
すす
。。
虫虫
歯歯
のの
部部
分分
をを
削削

っっ
てて
詰詰
めめ
物物
をを
すす
るる
治治
療療
をを
行行
いい
まま
すす
。。 

（（
神神
経経
まま
でで
侵侵
ささ
れれ
るる
虫虫
歯歯
）） 

神神
経経
にに
はは
血血
管管
がが
通通
っっ
てて
いい
るる
のの
でで
、、
一一
部部
のの

神神
経経
がが
虫虫
歯歯
菌菌
にに
侵侵
ささ
れれ
るる
とと
神神
経経
全全
体体
がが
すす
ぐぐ

にに
悪悪
くく
なな
っっ
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。
そそ
のの
たた
めめ
、、
神神
経経

をを
抜抜
いい
てて
被被
せせ
物物
をを
すす
るる
治治
療療
をを
行行
いい
まま
すす
。。 

（（
歯歯
がが
残残
らら
なな
いい
虫虫
歯歯
）） 

歯歯
のの
根根
っっ
ここ
のの
部部
分分
まま
でで
侵侵
ささ
れれ
てて
いい
るる
、、
虫虫

歯歯
のの
最最
終終
段段
階階
のの
状状
態態
でで
すす
。。 

ここ
のの
状状
態態
でで
放放
置置
しし
てて
しし
まま
うう
とと
歯歯
茎茎
やや
隣隣
りり

合合
うう
歯歯
にに
まま
でで
悪悪
影影
響響
をを
与与
ええ
てて
しし
まま
うう
のの
でで
、、

抜抜
歯歯
をを
行行
いい
まま
すす
。。 

（（ 

ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科 

中中
谷谷 

寛寛
之之 

）） 

（（
そそ
のの
１１
））
削削
っっ
てて
詰詰
めめ
物物
をを
すす
るる 

初初
期期
段段
階階
のの
虫虫
歯歯
でで
ああ
れれ
ばば
、、
ここ
のの
方方
法法
だだ
けけ

でで
治治
療療
をを
完完
了了
でで
きき
まま
すす
。。 

（（
そそ
のの
２２
））
神神
経経
をを
抜抜
いい
てて
被被
せせ
物物
をを
すす
るる 

神神
経経
をを
抜抜
くく
にに
はは
歯歯
にに
大大
きき
なな
穴穴
をを
開開
けけ
るる
必必

要要
がが
ああ
りり
、、
麻麻
酔酔
のの
注注
射射
をを
すす
るる
ここ
とと
もも
多多
いい
でで

すす
。。 

（（
そそ
のの
３３
））
抜抜
歯歯
をを
すす
るる 

虫虫
歯歯
にに
神神
経経
まま
でで
侵侵
ささ
れれ
てて
いい
るる
状状
態態
でで
すす
。。

ここ
ここ
まま
でで
悪悪
化化
すす
るる
前前
にに
、、
歯歯
科科
医医
院院
へへ
行行
きき
まま

しし
ょょ
うう
。。 

 

虫虫
歯歯
はは
出出
来来
るる
限限
りり
早早
くく
歯歯
科科
医医
院院
でで
治治
療療
すす

るる
ここ
とと
がが
大大
切切
でで
すす
。。 

そそ
のの
たた
めめ
にに
もも
、、
定定
期期
的的
にに
歯歯
科科
検検
診診
をを
行行
うう

ここ
とと
をを
おお
すす
すす
めめ
しし
まま
すす
。。 

豆豆
知知
識識 

歯歯
のの
健健
康康 

第第
1155
回回 

虫虫
歯歯
のの
治治
療療
法法
はは
３３
つつ
だだ
けけ 

おおおお得得得得ななななググググルルルルーーーーププププレレレレッッッッススススンンンンやややや充充充充実実実実個個個個人人人人レレレレッッッッススススンンンン  eeeettttcccc…………  

おおおお気気気気軽軽軽軽ににににおおおお問問問問いいいい合合合合わわわわせせせせくくくくだだだだささささいいいい  

ＳＳＳＳｈｈｈｈａａａａｌｌｌｌｌｌｌｌ  ｗｗｗｗｅｅｅｅ  ダダダダンンンンスススス  ？？？？  

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

ＰＰ 

ママルルイイチチささんん 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす  定定休休日日：：日日曜曜日日 
月月～～金金  1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝  1111：：0000～～1188：：0000 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  ☎☎ 001199‐‐666644‐‐00006666 

☆☆☆☆  運運運運動動動動不不不不足足足足  解解解解消消消消  

☆☆☆☆  認認認認知知知知症症症症  予予予予防防防防  

☆☆☆☆  ススススポポポポーーーーツツツツととととししししてててて  

☆☆☆☆  子子子子供供供供かかかかららららシシシシニニニニアアアアままままでででで  みみみみんんんんななななでででで踊踊踊踊れれれれるるるる！！！！  

第６６話社社交交ダダンンススの話
））

第６６話社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社交社交社交交交交交交社交社交社交社社社社交社社社社交社交交交社交社交社交社交交交社交社交社交社交交交交交交交交交交社交社交社社社交社社社社社社交社社社社交社社交社交交交交社交社交社交社交交交交交交社交社交社交社交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンスススススススススススススススススススススススススススススの話

緑が丘でダンス教室を開いている「いわもちダンス・スタジオ」の

岩持さんによる社交ダンスにまつわるコラムです。

〝〝脱脱力力″″とといいうう文文字字にに惹惹かかれれてて 

 先先日日本本屋屋ささんんでで「「最最強強のの身身体体能能力力――ププロロがが実実践践すするる脱脱力力ススキキルル

のの鍛鍛ええ方方――」」（（中中野野 崇崇：：著著／／かかんんきき出出版版））とといいううタタイイトトルルのの本本

がが目目にに留留ままりり思思わわずず買買っっててししままいいままししたた。。（（ススポポーーツツトトレレーーナナーー

のの方方がが書書いいたたよよううでですす））〝〝脱脱力力″″とといいうう文文字字にに惹惹かかれれたたののでですす。。 

ダダンンススををすするる時時「「無無駄駄なな力力をを抜抜きき自自分分ののウウェェイイトトをを利利用用ししてて動動

くく」」ここととがが求求めめらられれまますす。。普普段段、、自自分分のの体体にに力力がが入入っってていいるるこことと

にに気気ががつつかかずず生生活活ををししてていいるるののでで、、動動ききななががらら〝〝脱脱力力″″ををすするるのの

はは容容易易ななここととででははあありりまませせんん。。そそんんななここととをを日日頃頃かからら思思っってていいたた

私私はは、、《《脱脱力力ススキキルル》》のの文文字字にに「「教教ええてて！！」」ととのの思思いいででししたた。。 

ここのの本本かからら抜抜粋粋すするるとと…… 

〇〇ススポポーーツツ全全般般的的にに、、力力みみををココンントトロローールルすするるここととででケケガガにに悩悩ままさされれることなく

パパフフォォーーママンンススをを発発揮揮ででききるる。。 

 ・・身身体体がが緊緊張張ししてて固固ままっってていいたたらら、、高高いいパパフフォォーーママンンススはは発発揮揮ででききない。

 ・・強強いい力力をを出出すすににはは、、力力をを抜抜いいたた状状態態かかららススタターートトししななけけれればばななららない。

〇〇力力みみややすすいい原原因因はは 

 ・・スストトレレスス：：現現代代人人はは、、常常にに周周りりかかららププレレッッシシャャーーややスストトレレススをを受受ける環境に

身身をを置置いいてていいるる。。 

 ・・二二足足歩歩行行：：頭頭かからら足足へへ、、縦縦方方向向にに常常にに重重力力とといいうう強強いい力力ががかかかかりり続けていま

すす。。体体重重のの１１００％％ももああるる重重いい頭頭をを支支ええななががらら、、非非常常にに不不安安定定なな二二足足支持で姿勢

をを保保っってて移移動動すするる為為にに、、身身体体ににはは緊緊張張状状態態がが求求めめらられれまますす。。私私たたちちはそもそも、

力力むむ方方がが簡簡単単ななののでですす。。ダダンンススややススポポーーツツををすするる方方、、必必見見でですす！！ 

ることなく

ない。

ない。

ける環境に

続けていま

支持で姿勢

はそもそも、

FFoorrttuunnee（（フフォォーーチチュュンン）） 

ハハーートトカカララ――セセララピピーー 

アア
ネネ
ッッ
クク
スス 

カカ
ワワ
トト
クク
ささ
んん 

松松
園園
方方
面面
へへ 

緑緑がが丘丘 
郵郵便便局局ささんん

Ｐ

盛盛
岡岡
三三
高高 

高高
松松
方方
面面
へへ 

→→山山岸岸へへ 
香田幸子

メール sacchi.love.gackt@gmail.com

緑が丘 1-16-8

喫茶「グッドコーヒースタンド」内
おお名名前前とと生生年年月月日日かからら数数秘秘術術にによよりりハハーートト 

ナナンンババーーななどどををおお調調べべししまますす。。（（550000円円）） 

天天然然石石ブブレレススレレッットト制制作作ははププララスス 22,,000000円円～～33,,000000円円 

開開催催日日：：毎毎週週木木曜曜 1133::0000～～1155::0000 

営営業業時時間間 1111：：0000～～1188：：0000 

定定休休日日 水水曜曜日日

つつつつ
ぶぶぶぶ
やややや
きききき  

4444  

「「
ふふ
るる
ささ
とと
のの 

訛訛

なな
つつ
かか
しし 

停停
車車
場場
のの 

人人
ごご
みみ
のの
中中
にに 

そそ
をを

聴聴
きき
にに
ゆゆ
くく
」」
とと
詠詠
っっ
たた

のの
はは
石石
川川
啄啄
木木
でで
すす
。。 

ここ
れれ
をを
もも
っっ
とと
短短
くく

しし
てて
川川
柳柳
調調
でで
1177
文文
字字

にに
なな
るる
かか
もも
。。
「「
停停
車車
場場

にに 

ふふ
るる
ささ
とと
のの
訛訛 

 

浴浴
びび
にに
行行
くく
」」。。 

ささ
らら
にに
ささ
らら
にに
５５
字字

ププ
ララ
スス
８８
字字
、、
計計
1133
字字
もも

ああ
れれ
ばば
足足
りり
るる
かか
もも
。。

「「
駅駅
にに
行行
くく 

訛訛
浴浴
びび

たた
くく
てて
」」
。。 

ここ
れれ
をを
「「
五五
・・
八八
（（
ごご

っっ
ぱぱ
ちち
））
句句
」」
とと
命命
名名
。。 

五五
文文
字字
ププ
ララ
スス
八八
文文

字字
でで
句句
がが
出出
来来
まま
すす
。。

「「
年年
金金
でで 

外外
食食
をを
食食

らら
うう
」」
とと
かか
。。 

 

（（
ＮＮ
）） 

氏氏名名、、住住所所をを明明記記ししてて下下ささいい。。 
メメーールルででのの応応募募はは  

→→ iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm 
ハハガガキキででのの応応募募はは 
 →→ 滝滝沢沢市市巣巣子子 220088--3311  

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん編編集集室室 宛宛 

つつつつぶぶぶぶややややきききき  募募募募集集集集  ！！！！  

採採用用さされれままししたたらら、、ククオオカカーードド千千円円分分
をを郵郵送送ししまますす。。 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

酒酒
のの
出出
るる
宴宴
会会
はは
、、
何何
かか
のの
意意
図図
がが
ああ
っっ
てて
設設
定定
ささ
れれ
るる
。。

たた
とと
ええ
ばば
、、
誰誰
かか
にに
何何
かか
のの
役役
職職
をを
受受
けけ
てて
もも
らら
うう
たた
めめ
にに
、、

とと
かか
。。
だだ
かか
らら
酒酒
はは
、、
何何
かか
のの
意意
図図
かか
らら
飲飲
むむ
ここ
とと
にに
なな
るる
。。

「「
たた
だだ
」」
＝＝
「「
無無
造造
作作
にに
はは
」」
、、
酒酒
はは
飲飲
まま
なな
いい
もも
のの
だだ
・・
・・
・・
？？ 

かか
とと
思思
いい
きき
やや
、、
正正
しし
いい
意意
味味
はは
次次
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
。。 

「「
タタ
ダダ
酒酒
」」
＝＝
「「
タタ
ダダ
でで
飲飲
めめ
るる
酒酒
」」
がが
出出
るる
とと
きき
はは
良良
かか

らら
ぬぬ
ここ
とと
がが
隠隠
ささ
れれ
てて
いい
るる
のの
でで
、、
そそ
うう
いい
うう
宴宴
席席
にに
はは
行行
かか

なな
いい
よよ
うう
にに
、、
とと
いい
うう
戒戒
めめ
のの
言言
葉葉
でで
すす
。。 

オオ
ゴゴ
らら
れれ
るる
とと
、、
貸貸
しし
借借
りり
のの
関関
係係
がが
でで
きき
てて
しし
まま
うう
。。 

オオ
ゴゴ
っっ
てて
もも
らら
っっ
たた
側側
はは
、、
そそ
のの
恩恩
義義
にに
縛縛
らら
れれ
てて
「「
物物
言言

ええ
ぬぬ
」」
立立
場場
をを
強強
いい
らら
れれ
てて
しし
まま
うう
。。
オオ
ゴゴ
っっ
たた
側側
はは
、、
相相
手手

にに
「「
物物
をを
言言
わわ
せせ
ぬぬ
」」
力力
をを
発発
揮揮
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
。。
そそ
のの
よよ
うう

なな
危危
険険
性性
にに
警警
鐘鐘
をを
鳴鳴
らら
しし
てて
いい
るる
諺諺
でで
すす
。。 

酒酒
はは
自自
分分
のの
カカ
ネネ
でで
飲飲
めめ
、、
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
すす
ねね
。。 

ここ
のの
ここ
とと
をを
承承
知知
のの
上上
でで
平平
気気
でで
「「
タタ
ダダ
酒酒
」」
をを
飲飲
めめ
るる
方方

はは
、、
図図
太太
いい
心心
臓臓
のの
持持
ちち
主主
でで
すす
。。 

しし
かか
しし
、、
御御
礼礼
でで
成成
りり
立立
っっ
てて
いい
るる
世世
のの
中中
、、
オオ
ゴゴ
らら
れれ
るる

ここ
とと
にに
理理
由由
がが
ああ
るる
ここ
とと
もも
多多
いい
。。
だだ
とと
しし
たた
らら
、、「「
タタ
ダダ
酒酒
」」

もも
良良
いい
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

いい
ずず
れれ
にに
しし
てて
もも
、、
酒酒
はは
、、
気気
のの
合合
うう
人人
とと
飲飲
むむ
にに
限限
りり
まま

すす
。。
心心
をを
開開
けけ
るる
人人
をを
前前
にに
しし
てて
飲飲
むむ
酒酒
はは
、、
美美
味味
しし
いい
。。
話話

にに
もも
花花
がが
咲咲
くく
ここ
とと
でで
しし
ょょ
うう
。。 

 
 
 
 
 
 

（（
編編
集集
室室
）） 

（５）

１ココママ  99,,000000円円（（税税別別）） １

広広
告告
募募
集集 

これが、１コマ広告です。
メメーールルででおお申申しし込込みみくくだだささいい。。  

→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

連連絡絡ががごござざいいまますす時時はは、、メメーールルででおお願願いいししまますす！！  電電話話応応対対はは難難ししいいでですす。。 

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が
素晴らしい」という意味です。あるときは庭の花を愛で、
あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」にな
ぞらえて、高前田博子さんが綴ってくれます。（編集室）日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日  

  

））

連連載載 

タタ
ダダ
酒酒
はは 

飲飲
まま
なな
いい 

 

丘丘丘丘
のののの
上上上上
のののの  

第第 1155回回 

ここここ一週間で一気に夏日。。桜ももああっっとといいうう間間にに咲咲ききままししたたねね。。 

今今年年のの高高松松のの池池のの桜桜はは過過去去一一番番ききれれいいだだっったたとと個個人人的的にに思思っってていいまますす。。 

ここんんななにに暑暑くくななるるとと、、冷冷たたいいももののがが欲欲ししくくななりりまますす。。 

そそここでで最最近近ハハママっってていいるるチチョョーー簡簡単単でで美美味味ししいい、、おお蕎蕎麦麦のの作作りり方方（（「「作作

るる」」とといいううののもも間間違違っってていいるるほほどどにに簡簡単単でですす））ををごご紹紹介介ししまますす。。 

１１.. ままずず、、 

よよくく三三食食入入っってて 112200円円位位のの、、おお湯湯ででササッッととゆゆががくくだだけけののおお蕎蕎麦麦ををごご

準準備備くくだだささいい。。 

２２..ここののおお蕎蕎麦麦ををおお湯湯ででササッッととほほぐぐししたたらら、、水水でで洗洗いいまますす。。 

３３..ここれれにに納納豆豆・・生生卵卵ををののせせてて、、めめんんつつゆゆををかかけけるるだだけけでで完完成成！！ 

 「「納納豆豆・・生生卵卵ををののせせてて」」ここここががポポイインントトででししょょううかか。。 

４４..おお好好みみでで、、 

大大根根おおろろしし・・ネネギギ・・海海苔苔・・わわささびびををププララススすすれればば更更にに美美味味ししいい🎵🎵🎵🎵 

ここんんななにに簡簡単単ななののにに、、ととっっててもも美美味味ししいいでですすよよ。。 

是是非非作作っっててみみててくくだだささいい。。

緑が丘で保険代理店を経営している佐藤晴紀さん

の会社のみなさんの日々の出来事を紹介します。

第第 110022話話 冷冷ややしし納納豆豆そそばば 

ほほんんわわかか・・・・・・ 

一週間で一気に夏日 桜

家家族族日日記記 
 

連載

連連載載 
認定補聴器専門店を経営されている田中敦さん、このたび、「終活カウンセラー」

の資格を取得されました。これを機に、コラムを一新しました。 （編集室）

おお
子子
様様
方方
のの
ほほ
うう
がが
積積
極極
的的
？？ 

先先
般般
、、
ああ
るる
士士
業業
のの
方方
よよ
りり
「「
終終
活活
にに
伴伴
うう
」」

相相
続続
・・
贈贈
与与
にに
つつ
いい
てて
、、
実実
際際
のの
おお
話話
をを
聞聞
くく

機機
会会
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
のの
でで
読読
者者
のの
皆皆
様様
とと
共共

有有
しし
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

 

そそ
のの
方方
曰曰
くく
「「
一一
般般
向向
けけ
セセ
ミミ
ナナ
ーー((

個個
別別

でで
はは
なな
いい))

」」
にに
おお
いい
てて
はは
、、
おお
子子
様様
方方
のの
方方

のの
参参
加加
がが
多多
いい
とと
のの
事事
。。
ここ
のの
話話
かか
らら
分分
かか
るる

事事
はは
「「
直直
接接
的的
なな
ごご
本本
人人
、、
及及
びび
配配
偶偶
者者
」」
はは
、、

ここ
のの
時時
点点
にに
おお
いい
てて
はは
「「
少少
なな
いい((

参参
加加
者者
全全

体体
かか
らら
見見
たた
割割
合合))

」」。。 

ささ
てて
、、
ここ
のの
話話
をを
聞聞
いい
てて
読読
者者
のの
皆皆
ささ
んん
はは

どど
のの
様様
にに
思思
わわ
れれ
まま
しし
たた
かか
？？
感感
じじ
まま
すす

かか
？？ 

 

確確
かか
にに
、、
よよ
くく
考考
ええ
てて
みみ
るる
とと
「「
そそ
うう
なな
のの
かか
もも
」」

しし
れれ
まま
せせ
んん
よよ
ねね
。。 

自自
分分
のの
両両
親親
をを
みみ
てて
もも
実実
際際
・・
・・
・・
逆逆
にに
息息
子子
でで

ああ
るる
私私
・・
自自
分分
のの
方方((

配配
偶偶
者者::

妻妻
含含
むむ))

がが
先先
にに
「「
気気

にに
」」
なな
っっ
てて
いい
たた
りり
もも
しし
まま
すす
。。 

まま
だだ
、、
ここ
のの
時時
点点
にに
おお
いい
てて
本本
人人
達達
にに
はは
「「
ささ
ほほ

どど
」」
重重
要要
でで
はは
なな
いい
。。 

しし
かか
しし
子子
供供
達達
にに
とと
っっ
てて
はは
事事
前前
にに
親親
のの
考考
ええ

をを
知知
っっ
てて
おお
きき
たた
いい
とと
かか
、、
兄兄
弟弟
がが
いい
るる
のの
でで
ああ
れれ

ばば
、、
平平
等等
にに
とと
かか
揉揉
めめ
たた
くく
なな
いい
とと
のの
思思
いい
がが
、、
ここ

のの
行行
動動
にに
見見
ええ
てて
くく
るる
のの
かか
。。 

  補補
聴聴
器器
、、
価価
格格
のの
違違
いい
はは
何何
処処
にに
？？ 

 

ここ
ここ
かか
らら
はは
補補
聴聴
器器
のの
おお
話話
とと
なな
りり
まま
すす
。。 

ごご
相相
談談
をを
受受
けけ
たた
際際
にに
よよ
くく
頂頂
くく
問問
合合
せせ
内内
容容

にに
「「
価価
格格
のの
違違
いい
」」
がが
挙挙
げげ
らら
れれ
まま
すす
。。 

私私
がが
ごご
相相
談談
をを
受受
けけ
たた
場場
合合
にに
はは
、、
「「
生生
活活
音音
・・

環環
境境
音音
をを
静静
かか
にに
抑抑
ええ
るる
働働
きき
にに
よよ
りり
嫌嫌
なな
感感
じじ
をを

減減
らら
すす
快快
適適
性性
」」
にに
出出
るる
とと
おお
伝伝
ええ
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

（（
感感
じじ
方方
のの
差差
もも
出出
てて
くく
るる
ポポ
イイ
ンン
トト
）） 

 

騒騒
がが
しし
いい
場場
所所
、、
大大
きき
なな
音音
のの
反反
響響
下下 

 
 

実実
際際
にに
ああ
っっ
たた
おお
話話
かか
らら
。。 

盛盛
岡岡
駅駅
構構
内内
、、
新新
幹幹
線線
のの
乗乗
車車
時時
なな
どど
とと
てて
もも
煩煩
くく

補補
聴聴
器器
をを
外外
しし
たた
くく
なな
りり
まま
すす
、、
とと
話話
しし
てて
下下
ささ
るる
方方

がが
いい
まま
しし
たた
。。
４４
年年
ぐぐ
らら
いい
後後
、、
上上
位位
のの
機機
種種
にに
変変
更更

しし
たた
いい
とと
ごご
相相
談談
。。 

そそ
のの
後後
おお
話話
をを
伺伺
いい
まま
すす
とと
、、
付付
けけ
っっ
ぱぱ
なな
しし
でで
もも

気気
にに
なな
らら
なな
くく
なな
りり
まま
しし
たた
とと
おお
話話
下下
ささ
いい
まま
しし
たた
。。 

価価
格格
帯帯
のの
違違
いい
にに
よよ
るる
、、
ほほ
んん
のの
一一
例例
でで
すす((

個個
人人

差差
もも
ああ
りり))

。。 

 

「「
良良
いい
・・
悪悪
いい
でで
はは
なな
いい
」」「「
気気
にに
なな
るる
・・
気気
にに
なな

らら
なな
いい
・・
気気
にに
しし
なな
いい
」」「「
慣慣
れれ
れれ
るる
・・
慣慣
れれ
れれ
なな
いい
」」

出出
てて
くく
るる
とと
思思
いい
まま
すす
のの
でで
、、
私私
的的
にに
はは
先先
にに
借借
りり
てて

みみ
るる
なな
どど
しし
「「
想想
定定
ささ
れれ
るる
場場
所所
」」
でで
実実
際際
にに
価価
格格
にに

よよ
るる
違違
いい
をを
体体
験験((

納納
得得))

しし
てて
みみ
るる
事事
がが
後後
々々
「「
困困
らら

なな
いい((

満満
足足))

」」
にに
繋繋
がが
っっ
てて
いい
くく
もも
のの
とと
考考
ええ
、、
おお
伝伝

ええ
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

自自
分分
のの
耳耳
でで
はは
なな
いい
訳訳
でで
すす
のの
でで
、、
理理
解解
しし
寄寄
りり
添添

うう
心心
構構
ええ
でで
取取
りり
組組
まま
れれ
てて
はは
どど
うう
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

 

第第７７話話  他他業業種種のの方方ととおお会会いいししてて知知りりままししたた。。 

田田中中ささんんはは浄浄法法寺寺出出

身身。。現現在在、、高高松松にに奥奥様様とと

娘娘ささんん、、保保護護猫猫７７匹匹((内内２２
匹匹障障害害あありり))ととおお住住ままいい
でですす。。 

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

ププロロがが語語るる補補補補聴聴聴聴器器器器おおよよびび終終終終活活活活へへのの想想いい 

高高前前田田 博博子子ささんんのの 「「想想いい出出エエッッセセーー」」 
第第 4400話話  問問わわずず語語りり

ニニ
ッッ
カカ
系系
パパ
ブブ
「「
ココ
ンン
パパ
」」
とと
言言
うう
酒酒
場場
でで
働働
いい
てて
いい
たた
。。 

二二
十十
歳歳
のの
娘娘
だだ
っっ
たた
。。
ババ
ーー
テテ
ンン
ダダ
ーー
がが
三三
十十
人人
ほほ
どど
いい
たた
。。 

同同
じじ
年年
頃頃
のの
ユユ
カカ
とと
親親
しし
くく
なな
っっ
たた
。。
色色
白白
のの
細細
面面
にに
黒黒
髪髪
のの

ボボ
ブブ
がが
似似
合合
うう
女女
性性
だだ
。。
私私
達達
はは
パパ
ブブ
のの
寮寮
でで
一一
緒緒
だだ
っっ
たた
。。
中中

学学
をを
出出
るる
とと
飲飲
食食
業業
でで
働働
きき
、、
なな
かか
なな
かか
のの
知知
恵恵
者者
にに
見見
ええ
たた
。。 

ああ
るる
日日
、、
私私
がが
おお
客客
にに
デデ
ーー
トト
にに
誘誘
わわ
れれ
てて
困困
っっ
てて
たた
話話
をを
しし

たた
。。
すす
るる
とと
ユユ
カカ
はは 

「「
デデ
ーー
トト
にに
誘誘
わわ
れれ
たた
らら
映映
画画
がが
一一
番番
よよ
」」 

「「
ふふ
うう
んん
」」 

私私
のの
気気
のの
なな
いい
返返
事事
にに 

「「
映映
画画
館館
でで
じじ
っっ
とと
座座
っっ
てて
いい
れれ
ばば
二二
、、
三三
時時
間間
はは
稼稼
げげ
るる
かか

らら
」」 いい

つつ
だだ
っっ
たた
かか
恋恋
愛愛
物物
をを
観観
てて
いい
たた
時時
、、
一一
緒緒
にに
行行
っっ
たた
客客
がが

そそ
のの
気気
にに
なな
りり
、、
ぬぬ
、、
ぬぬ
ーー
とと
手手
をを
出出
しし
てて
きき
たた
とと
続続
けけ
たた
。。 

「「
ああ
らら
、、
ユユ
カカ
ちち
ゃゃ
んん
想想
定定
外外
ねね
」」 

そそ
れれ
以以
来来
、、
ユユ
カカ
はは
好好
きき
なな
ララ
ブブ
スス
トト
ーー
リリ
ーー
はは
止止
めめ
てて
、、
おお

笑笑
いい
、、
やや
くく
ざざ
映映
画画
にに
しし
たた
。。
とと
ここ
ろろ
がが
、、
やや
くく
ざざ
映映
画画
もも
親親
分分

とと
姉姉
御御
のの
濡濡
場場
がが
ああ
るる
のの
でで
要要
注注
意意
とと
思思
っっ
たた
とと
苦苦
笑笑
いい
しし
たた
。。 

「「
まま
ささ
かか
映映
画画
だだ
けけ
でで
ババ
イイ
ババ
イイ
でで
はは
……
」」 

映映
画画
のの
後後
のの
食食
事事
はは
デデ
パパ
ーー
トト
のの
大大
衆衆
食食
堂堂
がが
いい
いい
。。
専専
門門
店店

やや
、、
ここ
じじ
ゃゃ
れれ
たた
レレ
スス
トト
ララ
ンン
とと
比比
べべ
るる
とと
味味
はは
今今
一一
だだ
がが
、、
そそ

れれ
をを
補補
っっ
てて
くく
れれ
るる
物物
がが
ああ
るる
。。
ユユ
カカ
のの
話話
にに
私私
はは 

「「
ええ
っっ
。。
何何
、、
何何
」」 

食食
事事
とと
言言
っっ
てて
もも
食食
堂堂
のの
ああ
るる
フフ
ロロ
アア
にに
直直
行行
でで
はは
なな
いい
。。
ふふ

らら
りり
ふふ
らら
りり
とと
テテ
ナナ
ンン
トト
をを
冷冷
やや
かか
すす
。。 

「「
いい
かか
がが
でで
すす
かか
。。
ここ
ちち
らら
、、
彼彼
女女
にに
おお
似似
合合
いい
でで
すす
よよ
」」 

シシ
ルル
クク
のの
ネネ
ッッ
カカ
チチ
ーー
フフ
、、
木木
綿綿
のの
ブブ
ララ
ウウ
スス
なな
どど
をを
差差
しし
出出

すす
。。
店店
員員
がが
一一
声声
掛掛
けけ
れれ
ばば
男男
はは
見見
栄栄
をを
張張
るる
。。
一一
万万
円円
足足
らら
ずず

のの
品品
はは
買買
っっ
てて
くく
れれ
るる
。。 

そそ
のの
時時
はは
決決
しし
てて
物物
欲欲
しし
げげ
にに
振振
るる
舞舞
わわ
なな
いい
ここ
とと
。。
値値
がが
張張

るる
商商
品品
はは
止止
めめ
たた
方方
がが
いい
いい
。。
男男
がが
元元
をを
取取
ろろ
うう
とと
しし
てて
次次
なな
るる

作作
戦戦
をを
練練
っっ
てて
くく
るる
かか
らら
だだ
。。
ユユ
カカ
のの
講講
義義
はは
続続
いい
たた
。。 

同同
じじ
年年
頃頃
なな
のの
にに
私私
はは
感感
心心
すす
るる
ここ
とと
しし
きき
りり
だだ
っっ
たた
。。
いい
ろろ

いい
ろろ
場場
数数
をを
踏踏
みみ
失失
敗敗
をを
重重
ねね
たた
かか
らら
とと
思思
っっ
たた
。。 

真真
夏夏
のの
暑暑
いい
昼昼
にに
、、
ユユ
カカ
はは
遠遠
藤藤
とと
名名
乗乗
るる
客客
にに
何何
度度
目目
かか
のの

デデ
ーー
トト
にに
誘誘
わわ
れれ
たた
。。
店店
にに
頻頻
繁繁
にに
顔顔
をを
出出
すす
。。
背背
広広
姿姿
のの
落落
ちち

着着
いい
たた
会会
社社
員員
だだ
。。
三三
十十
前前
とと
見見
たた
。。
どど
ここ
かか
ひひ
ょょ
うう
ひひ
ょょ
うう
とと

しし
たた
感感
じじ
もも
すす
るる
。。 

「「
車車
買買
っっ
たた
んん
だだ
よよ
。。
ドド
ララ
イイ
ブブ
しし
よよ
うう
」」 

とと
誘誘
わわ
れれ
たた
ユユ
カカ
はは
まま
んん
ざざ
らら
でで
もも
なな
いい
様様
子子
だだ
。。 

「「
いい
いい
なな
ああ
ーー
。。
ドド
ララ
イイ
ブブ
なな
んん
てて
」」 

私私
のの
羨羨
まま
しし
げげ
なな
様様
子子
にに
、、
帰帰
っっ
たた
らら
報報
告告
すす
るる
かか
らら
とと
、、
ああ

まま
りり
おお
しし
ゃゃ
れれ
もも
せせ
ずず
出出
かか
けけ
たた
。。 

そそ
のの
夜夜
、、
ユユ
カカ
のの
問問
わわ
ずず
語語
りり
がが
始始
まま
っっ
たた
。。 

地地
味味
なな
遠遠
藤藤
にに
とと
っっ
てて
はは
意意
外外
なな
、、
真真
っっ
赤赤
なな
スス
ポポ
ーー
ツツ
タタ
イイ 

ププ
のの
車車
だだ
っっ
たた
。。 

車車
はは
一一
〇〇
六六
号号
線線
をを
走走
っっ
たた
。。
宮宮
古古
のの
海海
にに
でで
もも
行行
くく
かか
とと
思思

っっ
たた
。。
待待
てて
よよ
。。
途途
中中
にに
鬼鬼
門門
がが
ああ
るる
。。
トト
ンン
ネネ
ルル
のの
手手
前前
のの
門門

（（
かか
どど
・・
地地
名名
でで
すす
））
のの
辺辺
りり
にに
カカ
ーー
ホホ
テテ
ルル
がが
ああ
るる
。。
ちち
ょょ
っっ

とと
危危
なな
いい
かか
なな
とと
不不
安安
にに
なな
っっ
たた
。。
車車
のの
中中
でで
はは
逃逃
げげ
場場
がが
なな
いい
。。

五五
分分
もも
すす
るる
とと
車車
はは
止止
まま
っっ
たた
。。
目目
ぼぼ
しし
いい
建建
物物
はは
なな
くく
川川
がが
流流

れれ
てて
いい
たた
。。
遠遠
藤藤
にに
促促
ささ
れれ
ユユ
カカ
はは
河河
原原
へへ
降降
りり
たた
。。
梁梁
川川
のの
水水

にに
そそ
っっ
とと
手手
をを
入入
れれ
たた
。。
冷冷
んん
やや
りり
とと
しし
たた
。。 

二二
人人
でで
大大
きき
なな
岩岩
にに
腰腰
かか
けけ
たた
。。
彼彼
女女
はは
深深
呼呼
吸吸
をを
しし
、、
ミミ
ンン

トト
のの
よよ
うう
なな
爽爽
やや
かか
なな
風風
をを
吸吸
いい
込込
んん
だだ
。。
空空
にに
はは
入入
道道
雲雲
がが
湧湧

きき
上上
がが
っっ
てて
いい
るる
。。 

しし
ばば
らら
くく
のの
間間
、、
二二
人人
はは
黙黙
っっ
てて
川川
のの
流流
れれ
をを
見見
つつ
めめ
てて
いい
たた
。。

遠遠
藤藤
がが
口口
をを
開開
いい
たた
。。 

「「
俺俺
ささ
、、
子子
供供
のの
頃頃
、、
よよ
くく
ここ
ここ
でで
釣釣
りり
をを
しし
たた
んん
だだ
。。
じじ
いい

ちち
ゃゃ
んん
がが
連連
れれ
てて
来来
てて
くく
れれ
たた
」」 

好好
きき
なな
人人
がが
出出
来来
たた
らら
、、
ここ
のの
場場
所所
をを
案案
内内
しし
よよ
うう
とと
思思
っっ
たた
。。

まま
せせ
たた
子子
供供
だだ
っっ
たた
かか
なな
、、
とと
続続
けけ
たた
。。 

彼彼
はは
釣釣
りり
糸糸
をを
垂垂
らら
すす
仕仕
草草
をを
しし
、、
ユユ
カカ
をを
見見
つつ
めめ
たた
。。
彼彼
女女

はは
外外
遊遊
びび
のの
記記
憶憶
はは
無無
かか
っっ
たた
。。
家家
のの
中中
でで
本本
読読
みみ
かか
人人
形形
遊遊
びび

だだ
っっ
たた
。。
彼彼
女女
はは
、、
遠遠
藤藤
とと
のの
デデ
ーー
トト
はは
次次
かか
らら
映映
画画
館館
はは
止止
めめ

てて
おお
ここ
うう
とと
いい
うう
気気
持持
ちち
にに
なな
っっ
たた
。。 

「「
今今
度度
はは
弁弁
当当
作作
っっ
てて
くく
るる
ねね
」」 

ユユ
カカ
はは
彼彼
にに
甘甘
ええ
るる
よよ
うう
にに
しし
なな
だだ
れれ
掛掛
かか
っっ
たた
。。 

彼彼
女女
のの
問問
わわ
ずず
語語
りり
でで
私私
もも
爽爽
やや
かか
なな
気気
持持
ちち
にに
なな
っっ
たた
。。 

しし
たた
たた
かか
なな
女女
性性
がが
恋恋
すす
るる
乙乙
女女
にに
変変
身身
しし
たた
。。 

ユユ
カカ
はは
押押
しし
入入
れれ
にに
しし
まま
っっ
たた
まま
まま
のの
炊炊
飯飯
器器
をを
本本
気気
でで
探探
そそ

うう
とと
しし
たた
。。 

高高前前田田 博博子子ささんん 
 
『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』 
最最優優秀秀賞賞をを受受賞賞。。 
雫雫石石町町在在住住。。 



ささ
らら
にに
ここ
のの
４４
月月
にに
はは
、、
テテ
レレ
ビビ
音音
声声
がが
手手
元元
でで
聴聴
きき
やや

すす
くく
なな
るる
『『
おお
手手
元元
スス
ピピ
ーー
カカ
ーー
／／
パパ
ナナ
ソソ
ニニ
ッッ
クク
』』
がが
登登

場場
しし
まま
しし
たた
。。 

すす
でで
にに
いい
ろろ
んん
なな
メメ
ーー
カカ
ーー
でで
、、
雨雨
後後
のの
タタ
ケケ
ノノ
ココ
のの
よよ

うう
にに
おお
手手
元元
スス
ピピ
ーー
カカ
ーー
をを
だだ
しし
てて
いい
まま
すす
がが
、、
今今
回回
ごご
紹紹

介介
のの
もも
のの
はは
後後
発発
なな
ぶぶ
んん
だだ
けけ
ちち
ゃゃ
っっ
かか
りり
とと
イイ
イイ
とと
ここ
取取

りり
満満
載載
でで
すす
。。 

最最
近近
でで
はは
珍珍
しし
くく
少少
しし
大大
きき
めめ
ララ
ジジ
オオ((

ＨＨ11
5577

××

ＷＷ22
6611

××

ＤＤ88
33
))

でで
、、
実実
際際
にに
ＦＦ
ＭＭ
・・
ＡＡ
ＭＭ
がが
楽楽
しし
めめ
るる
のの
でで
ララ
ジジ
オオ

好好
きき
にに
もも
おお
スス
スス
メメ
でで
すす
。。
しし
かか
もも
内内
蔵蔵
スス
ピピ
ーー
カカ
ーー
がが
大大

口口
径径
1100
㎝㎝
とと
大大
型型
でで
ささ
らら
にに
「「
快快
聴聴
音音
」」
機機
能能
もも
付付
いい
てて
聴聴

きき
取取
りり
やや
すす
ささ
をを
追追
求求
。。 

 

きき
取取
りり
やや
すす
ささ
をを
追追
求求
。。 

清清
潔潔
感感
ああ
るる
白白
とと
薄薄
いい
ググ
レレ
ーー
がが
基基
調調
なな
のの
でで
文文
字字
やや

ホホ
ワワ
イイ
トト
液液
晶晶
がが
くく
っっ
きき
りり
とと
見見
やや
すす
くく
、、
選選
局局
とと
音音
量量

２２
つつ
のの
ツツ
ママ
ミミ
はは
操操
作作
がが
ララ
クク
なな
大大
きき
めめ
でで
アア
クク
セセ
ンン
トト

にに
もも
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

テテ
レレ
ビビ
とと
ははBB

ll
uu
ee
ttoo
oo
tt
hh

でで
つつ
なな
がが
るる
のの
でで
配配
線線
がが
ごご

ちち
ゃゃ
ごご
ちち
ゃゃ
せせ
ずず
にに
、、
スス
ママ
ーー
トト
にに
使使
ええ
るる
ワワ
イイ
ヤヤ
レレ
スス

スス
ピピ
ーー
カカ
ーー
でで
すす
。。
リリ
ビビ
ンン
ググ
なな
どど
でで
手手
元元
にに
おお
きき
テテ
レレ

ビビ
とと
書書
いい
てて
ああ
るる
操操
作作
ボボ
タタ
ンン
をを
押押
すす
だだ
けけ
でで
、、
身身
近近
でで

音音
がが
聞聞
きき
やや
すす
くく
なな
るる
のの
でで
、、
深深
夜夜
やや
早早
朝朝
なな
どど
はは
特特
にに

重重
宝宝
しし
そそ
うう
なな
感感
じじ
でで
すす
よよ
～～ 

 

そそ
のの
昔昔
、、「「
チチ
ャャ
ンン
ネネ
ルル
権権
」」
争争
いい
がが
…… 

かか
つつ
てて
、、
テテ
レレ
ビビ
がが
おお
茶茶
のの
間間
のの
中中
心心
とと
しし
てて

輝輝
いい
てて
いい
たた
時時
代代
、、
『『
チチ
ャャ
ンン
ネネ
ルル
権権
』』
争争
いい
がが

渦渦
巻巻
いい
てて
いい
たた
。。 

しし
かか
しし
祖祖
父父
のの
大大
相相
撲撲
中中
継継
やや
らら
父父
親親
のの
野野

球球
中中
継継
なな
どど
、、
絶絶
大大
なな
力力
をを
持持
つつ
大大
人人
たた
ちち
はは
有有

無無
をを
言言
わわ
せせ
ずず
争争
いい
のの
火火
種種
をを
もも
みみ
消消
しし
、、
子子
供供

らら
はは
残残
るる
わわ
ずず
かか
なな
夕夕
方方
のの
スス
キキ
ママ
時時
間間
にに
、、
アア

ニニ
メメ
やや
特特
撮撮
ドド
ララ
ママ
でで
しし
のの
ぐぐ
日日
々々
だだ
っっ
たた
。。 

時時
はは
流流
れれ
、、
そそ
のの
子子
孫孫
たた
ちち
はは
ゲゲ
ーー
ムム
機機
持持
参参

でで
祖祖
父父
母母
宅宅
のの
テテ
レレ
ビビ
をを
奇奇
襲襲
しし
始始
めめ
たた
。。
彼彼
らら

がが
去去
っっ
たた
ああ
とと
にに
はは
…… 

スス
タタ
ーー
ウウ
ォォ
ーー
ズズ
のの
オオ
ーー
ププ
ニニ
ンン
ググ
風風
にに
読読

んん
でで
いい
たた
だだ
けけ
たた
らら
幸幸
いい
でで
すす
。。 

ここ
のの
話話
にに
はは
憎憎
めめ
なな
いい
続続
きき
がが
ああ
っっ
てて
、、
よよ
くく 

テテ
レレ
ビビ
のの
「「
ボボ
リリ
ュュ
ーー
ムム
権権
」」
争争
いい
？？ 

いい
たた
だだ
くく
おお
電電
話話
がが
、、
『『
孫孫
がが
ゲゲ
ーー
ムム
しし
てて
っっ
たた

らら
、、
テテ
レレ
ビビ
がが
映映
らら
なな
くく
てて
困困
っっ
たた
～～
』』
なな
んん
でで

すす
。。 昭昭

和和
のの
頃頃
かか
らら
のの
『『
チチ
ャャ
ンン
ネネ
ルル
権権
』』
争争
いい
にに

続続
いい
てて
、、
平平
成成
令令
和和
にに
なな
っっ
てて
かか
らら
はは
新新
たた
なな
火火

種種
とと
しし
てて
テテ
レレ
ビビ
のの
音音
量量
、、
すす
なな
わわ
ちち
勝勝
手手
にに
命命

名名
すす
るる
とと
『『
ボボ
リリ
ュュ
ーー
ムム
権権
』』
争争
いい
がが
生生
まま
れれ
まま

しし
たた
。。 

テテ
レレ
ビビ
のの
音音
がが
聴聴
きき
にに
くく
いい
とと
音音
量量
をを
大大
きき
くく

すす
るる
人人
間間
とと
、、
ここ
れれ
をを
うう
るる
ささ
いい
とと
小小
ささ
くく
すす
るる

人人
間間
とと
のの
せせ
めめ
ぎぎ
ああ
いい
。。
２２
００
２２
００
年年
のの
ああ
るる
アア

ンン
ケケ
ーー
トト
調調
査査
でで
はは
テテ
レレ
ビビ
視視
聴聴
のの
不不
満満
とと
しし

てて
、、「「
音音
のの
大大
きき
ささ
・・
広広
がが
りり
」」
はは
「「
画画
面面
のの
ササ
イイ

ズズ
」」
にに
次次
ぐぐ
上上
位位
のの
結結
果果
でで
結結
構構
見見
逃逃
せせ
なな
いい
困困

るる 

テテ
レレ
ビビ
音音
声声
をを
手手
元元
でで
聴聴
きき
やや
すす
くく
しし
たた
いい 

りり
ごご
とと
でで
すす
。。 

テテ
レレ
ビビ
のの
聴聴
ここ
ええ
にに
くく
ささ
のの
原原
因因
はは
様様
々々
ああ
りり

まま
すす
。。 

一一
例例
とと
しし
てて
、、
まま
ずず
薄薄
型型
テテ
レレ
ビビ
のの
スス
ピピ
ーー
カカ
ーー

がが
小小
ささ
くく
本本
体体
下下
部部
のの
設設
置置
がが
多多
いい
たた
めめ
、、
音音
がが
伝伝

わわ
りり
にに
くく
いい
場場
合合
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
まま
たた
、、
ブブ
ララ
ウウ
ンン

管管
時時
代代
よよ
りり
最最
適適
なな
視視
聴聴
距距
離離
がが
短短
くく
、、
掃掃
除除
やや
調調

理理
時時
のの
発発
生生
音音
やや
他他
のの
家家
電電
のの
動動
作作
音音
、、
会会
話話
なな
どど

のの
音音
がが
かか
ぶぶ
っっ
てて
くく
るる
とと
聴聴
きき
にに
くく
くく
なな
りり
まま
すす
。。

聴聴
力力
のの
低低
下下
がが
原原
因因
のの
場場
合合
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

ここ
れれ
らら
おお
困困
りり
ごご
とと
のの
関関
連連
商商
品品
はは
年年
々々
増増
ええ

てて
いい
るる
実実
感感
でで
、、
以以
前前
ここ
のの
ココ
ララ
ムム
でで
もも
ネネ
ッッ
クク
スス

ピピ
ーー
カカ
ーー
やや
スス
ピピ
ーー
カカ
ーー
搭搭
載載
のの
照照
明明
器器
具具
なな
どど

をを
ごご
紹紹
介介
しし
まま
しし
たた
。。 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （６）

調調
味味
料料
にに
はは
添添
加加
物物
がが
入入
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
多多
いい
でで
すす
。。
商商

品品
のの
ララ
ベベ
ルル
にに
はは
「「
糖糖
類類
・・
醸醸
造造
用用
アア
ルル
ココ
ーー
ルル
・・
ググ
ルル
タタ
ミミ

ンン
酸酸
ソソ
ーー
ダダ
」」
とと
いい
うう
記記
載載
がが
よよ
くく
ああ
りり
まま
すす
。。 

調調
味味
料料
がが
瓶瓶
詰詰
めめ
ささ
れれ
るる
とと
きき
はは
加加
熱熱
殺殺
菌菌
がが
ささ
れれ
てて
いい

るる
のの
でで
内内
部部
のの
菌菌
はは
死死
滅滅
しし
てて
いい
まま
すす
がが
、、 

開開
封封
後後
にに
空空
気気

中中
をを
浮浮
遊遊
しし
てて
いい
るる
カカ
ビビ
菌菌
がが
入入
っっ
てて
もも
活活
動動
しし
なな
いい
よよ
うう

にに
、、
エエ
タタ
ノノ
ーー
ルル
をを
添添
加加
すす
るる
場場
合合
がが
ああ
るる
とと
のの
ここ
とと
でで
すす
。。 

まま
たた
、、
おお
味味
噌噌
のの
場場
合合
、、
発発
酵酵
をを
すす
るる
とと
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
がが
発発

生生
すす
るる
のの
でで
袋袋
詰詰
めめ
でで
密密
封封
ささ
れれ
るる
よよ
うう
なな
場場
合合
はは
二二
酸酸
化化

炭炭
素素
でで
袋袋
がが
膨膨
張張
しし
なな
いい
よよ
うう
にに
すす
るる
たた
めめ
にに
酒酒
精精
（（
アア
ルル
ココ

ーー
ルル
））
をを
添添
加加
しし
てて
発発
酵酵
作作
用用
をを
抑抑
ええ
るる
ここ
とと
でで
すす
。。 

とと
ここ
ろろ
がが
、、
ここ
のの
添添
加加
物物
とと
いい
うう
のの
がが
曲曲
者者
でで
しし
てて
、、
エエ
タタ

ノノ
ーー
ルル
やや
アア
ルル
ココ
ーー
ルル
がが
体体
質質
のの
関関
係係
でで
苦苦
手手
なな
消消
費費
者者
もも

おお
りり
まま
すす
。。
まま
たた
、、
食食
品品
のの
腐腐
敗敗
をを
抑抑
制制
すす
るる
効効
果果
がが
ああ
るる
とと

ささ
れれ
てて
いい
るる
ｐｐ
ＨＨ
（（
ペペ
ーー
ハハ
ーー
））
調調
整整
剤剤
がが
多多
くく
のの
食食
品品
にに
添添

加加
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

たた
だだ
、、
健健
康康
志志
向向
がが
高高
まま
るる
中中
でで
ここ
うう
しし
たた
保保
存存
料料
はは
健健
康康

にに
どど
うう
かか
なな
？？
とと
いい
うう
認認
識識
もも
広広
がが
っっ
てて
おお
りり
、、
手手
作作
りり
商商
品品

にに
人人
気気
がが
高高
まま
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
調調
味味
料料
にに
限限
らら
ずず
、、
食食
品品
添添
加加

物物
がが
使使
わわ
れれ
るる
理理
由由
はは
、、
製製
品品
のの
保保
存存
性性
をを
高高
めめ
てて
、、
風風
味味
やや

色色
合合
いい
をを
一一
定定
にに
保保
つつ
たた
めめ
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
がが
、、
本本
当当
のの

美美
味味
しし
ささ
はは
「「
家家
庭庭
のの
味味
」」
にに
ああ
るる
とと
思思
わわ
れれ
まま
すす
。。 

そそ
のの
よよ
うう
なな
観観
点点
かか
らら
書書
かか
れれ
たた
レレ
シシ
ピピ
本本
でで
すす
。。 

自自宅宅でで作作れれるる 魔魔法法のの調調味味料料！！ 

（（
本本
のの
概概
要要
）） 

手手
軽軽
にに
、、
でで
もも
、、
美美
味味
しし
いい
ごご
はは
んん
をを
自自
宅宅

でで
食食
べべ
たた
いい
！！
とと
おお
考考
ええ
のの
読読
者者
ささ
んん
向向
けけ
のの

本本
でで
すす
。。 

５５
つつ
のの
「「
魔魔
法法
のの
調調
味味
料料
」」
ささ
ええ
用用
意意
すす
れれ

ばば
、、「「
絶絶
品品
料料
理理
」」
がが
作作
れれ
るる
とと
いい
うう
内内
容容
でで
すす
。。 

 

「「
魔魔
法法
のの
調調
味味
料料
」」
とと
はは
？？ 

・・
かか
ええ
しし
――
――
しし
ょょ
うう
ゆゆ
とと
砂砂
糖糖
をを
合合
わわ
せせ
てて
、、

寝寝
かか
せせ
、、
砂砂
糖糖
がが
溶溶
けけ
たた
らら
すす
ぐぐ
にに
使使
ええ
まま
すす
。。 

・・
みみ
りり
んん
酒酒
――
――
煮煮
物物
なな
どど
にに
「「
上上
品品
なな
甘甘
味味

とと
風風
味味
」」
をを
加加
ええ
てて
まま
ろろ
やや
かか
なな
味味
わわ
いい
にに 

・・
甘甘
酢酢
――
――
ここ
っっ
てて
りり
しし
たた
料料
理理
がが
「「
ささ
っっ
ぱぱ

りり
味味
」」
にに
大大
変変
身身 

・・
甘甘
みみ
そそ
――
――
味味
噌噌
のの
旨旨
味味
とと
渋渋
味味
がが
、、
料料
理理

にに
深深
みみ
をを
出出
しし
てて
「「
隠隠
しし
味味
」」
にに
なな
るる 

・・
たた
まま
ねね
ぎぎ
酢酢
――
――
材材
料料
をを
合合
わわ
せせ
てて
、、
寝寝
かか

せせ
てて
「「
タタ
レレ
・・
ドド
レレ
ッッ
シシ
ンン
ググ
」」
にに
なな
るる 

ププ
ロロ
のの
手手
抜抜
きき
和和
食食 

おお
スス
スス
メメ
本本 

著著
者者 

安安
部部 

司司 

２２
００
２２
１１
年年
８８
月月 

発発
行行 

 

単単行行本本（（ソソフフトトカカババーー）） 

￥￥11,,443300  

KKiinnddllee版版 ((電電子子書書籍籍)) 

￥￥11,,228877 

安安
部部
ごご
はは
んん 

ベベ
スス
トト
１１
００
２２
レレ
シシ
ピピ 

世世
界界
一一
美美
味味
しし
いい 

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に
使いたいですよね。上田の「柿沢電器」
さんのご協力により掲載します。

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   
第第 8800回回  

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん

上田で電器店を経営され、家電の
体験教室も開催されています。

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

AA lloonngg ttiimmee aaggoo…… 

神神
写写
真真
（（

1166
））

丘丘

のの
上上
のの

連連
載載 

滝滝
沢沢
在在
住住
のの
小小
坂坂
富富
男男
ささ
んん
のの
写写
真真 

 

若若
竹竹
伸伸
びび
るる
（（
ＣＣ
）） 

 

タタ
ケケ
ノノ
ココ
はは
漢漢
字字
でで
竹竹
とと
旬旬
をを
合合
わわ
せせ
てて
筍筍
。。 

筍筍
のの
旬旬
のの
期期
間間
はは
1100
日日
ほほ
どど
とと
かか
？？
そそ
んん
なな
筍筍
をを
強強
調調
しし
てて
みみ
まま
しし
たた
。。 

ワワイイドドレレンンズズでで下下かからら見見上上げげ、、周周りりのの竹竹林林がが入入るるよよううにに撮撮りりままししたた。。（（小小坂坂））。。 

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。魅力ある販売スタ
イル。西松園店・高松４丁目店・松園南口店でファミリーマート
を経営されている阿部江津子さんの「つぶやき」を掲載します。

ココンンビビニニ日日誌誌 
連載

女女性性店店長長のの 

第第 4499話話   ココンンビビニニのの近近未未来来 

四四
月月
某某
日日 

晴晴
れれ
。。
すす
がが
すす
がが
しし
いい
季季
節節
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
ママ
ーー
トト
のの
展展
示示
会会
にに
行行
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
のの
近近
未未
来来
をを
表表
すす
よよ
うう
なな
展展
示示
会会
でで
しし
たた
。。 

店店
内内
をを
おお
掃掃
除除
ロロ
ボボ
ッッ
トト
がが
回回
っっ
てて
床床
掃掃
除除
をを
しし
まま
すす
。。
ユユ
ニニ
ーー
クク
なな
点点

はは
、、
動動
きき
回回
るる
ロロ
ボボ
ッッ
トト
のの
上上
部部
にに
商商
品品
がが
載載
っっ
てて
いい
てて
店店
内内
のの
おお
客客
ささ
んん
がが

そそ
のの
品品
物物
をを
手手
にに
取取
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

まま
たた
、、
窓窓
ふふ
きき
ママ
シシ
ンン
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
窓窓
ガガ
ララ
スス
にに
張張
りり
付付
いい
たた
小小
型型
ママ

シシ
ンン
がが
、、
黙黙
々々
とと
窓窓
ふふ
きき
をを
しし
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

ささ
らら
にに
、、
レレ
ジジ
操操
作作
のの
教教
育育
用用
ＶＶ
ＲＲ
機機
器器
もも
展展
示示
ささ
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
ゴゴ
ーー

ググ
ルル
のの
よよ
うう
にに
装装
着着
しし
てて
事事
務務
室室
でで
ババ
ーー
チチ
ャャ
ルル
映映
像像
をを
見見
なな
がが
らら
レレ
ジジ
操操

作作
のの
練練
習習
がが
でで
きき
まま
すす
。。
ここ
れれ
まま
でで
はは
レレ
ジジ
のの
機機
械械
をを
止止
めめ
てて
練練
習習
しし
てて
いい
まま

しし
たた
がが
、、
そそ
のの
必必
要要
がが
無無
くく
なな
りり
まま
すす
。。
従従
来来
はは
、、
レレ
ジジ
一一
台台
をを
練練
習習
用用
にに
使使

用用
しし
てて
スス
タタ
ッッ
フフ
教教
育育
をを
行行
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
がが
、、
前前
記記
のの
よよ
うう
なな
教教
育育
用用
ババ
ーー

チチ
ャャ
ルル
機機
器器
をを
使使
用用
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
時時
間間
のの
削削
減減
にに
もも
なな
りり
、、
教教
ええ
漏漏
れれ
やや
ムム

ララ
がが
無無
くく
なな
るる
とと
いい
うう
もも
のの
でで
すす
。。 

阿阿部部 店店長長 ささんん 

フファァミミリリーーママーートトののママススココッットト 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
はは
、、
近近
いい
将将
来来
、、
ここ
うう
なな
るる
んん
でで

すす
ねね
。。 

展展
示示
会会
でで
はは
、、
スス
イイ
ーー
ツツ
なな
どど
、、
新新
しし
いい
商商

品品
のの
展展
示示
もも
ああ
りり
まま
しし
たた
。。 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
ママ
ーー
トト
西西
松松
園園
店店
、、
高高
松松
四四
丁丁

目目
店店
、、
松松
園園
南南
口口
店店
でで
はは
、、
ここ
れれ
かか
らら
もも
ドド
ンン

ドド
ンン
新新
商商
品品
をを
仕仕
入入
れれ
まま
すす
。。
店店
にに
いい
らら
しし
てて
、、

ごご
覧覧
にに
なな
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
ねね
。。 

おお
待待
ちち
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。 

本本
日日
もも
張張
りり
切切
っっ
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。 

胸胸
のの
とと
ここ
ろろ
のの
文文
字字
「「
ぺぺ
」」
はは 

「「
フフ
ァァ
ミミ
ペペ
イイ
」」
のの
ぺぺ
でで
すす
。。

「「
フフ
ァァ
ミミ
ペペ
イイ
」」
アア
ププ
リリ
がが
ああ

れれ
ばば
、、
キキ
ャャ
ッッ
シシ
ュュ
レレ
スス
でで
おお

買買
いい
物物
がが
でで
きき
まま
すす
。。 

クク
ーー
ポポ
ンン
でで
おお
得得
にに
商商
品品
がが

購購
入入
でで
きき
たた
りり
ポポ
イイ
ンン
トト
をを
貯貯

めめ
るる
ここ
とと
もも
でで
きき
便便
利利
でで
すす
。。

第第１１回回  数数秘秘術術ととはは何何かか？？ 

専門的なセラピーを行っている香田幸子さんが

綴ってくれます。お楽しみに。(編集室)

「「ハハーートト・・カカララーー・・セセララピピーー」」はは数数秘秘術術、、統統計計学学、、色色彩彩心心理理学学ををももととにに作作らられれたたももののでで、、一一

人人ひひととりりがが、、本本来来のの姿姿でで自自分分ららししくく過過ごごせせるるよよううにに作作らられれままししたた。。「「占占いいじじゃゃなないいのの？？」」とと聞聞

かかれれるるここととががあありりまますすがが、、占占いいででははあありりまませせんん。。数数秘秘術術をを一一言言でで言言ううとと統統計計学学でですす。。数数秘秘はは、、

人人生生のの天天気気予予報報ののよよううななももののでですす。。事事前前にに人人生生ににおおけけるる未未来来のの天天候候のの変変化化をを予予測測ししてて、、不不確確実実

なな未未来来にに対対しし、、少少ししででもも明明確確ににすするるここととでで、、よよりり幸幸せせなな人人生生をを送送ろろううとと願願っっててききたた、、古古代代かからら

受受けけ継継ががれれたた人人類類のの英英知知とと呼呼べべるるももののでですす。。 

私私がが実実際際にに行行っってていいるる「「ハハーートト・・カカララーー・・セセララピピーー」」でではは数数秘秘術術をを活活用用ししまますす。。ままずず、、生生年年

月月日日とと名名前前かからら各各人人のの「「ハハーートト・・カカララーー・・ナナンンババーー」」をを導導きき出出ししまますす。。ああるる一一定定のの簡簡単単なな法法則則

にに基基づづききななががらら、、数数字字をを割割りり出出しし、、そそのの数数字字がが持持つつ特特性性かからら性性質質やや運運命命、、運運気気ななどどををみみてていいきき

まますす。。生生年年月月日日とと名名前前（（ロローーママ字字））かからら算算出出さされれるる「「ハハーートト・・カカララーー・・ナナンンババーー」」ととししててはは、、

11〜〜99、、1111、、2222のの数数字字がが使使用用さされれまますす。。各各人人のの生生年年月月日日とと名名前前かからら導導きき出出さされれたた「「ハハーートト・・カカララ

ーー・・ナナンンババーー」」自自体体ににはは人人にによよっってて優優劣劣ががああるるわわけけででははあありりまませせんん。。ポポジジテティィブブなな側側面面とと、、ネネ

ガガテティィブブなな側側面面がが「「ハハーートト・・カカララーー・・ナナンンババーー」」にに含含ままれれてていいまますす。。導導きき出出さされれたた「「ハハーートト・・

カカララーー・・ナナンンババーー」」をを知知るるここととでで、、自自分分自自身身をを知知りり自自分分をを受受けけ入入れれるる、、そそししてて自自分分でで未未来来をを切切

りり拓拓くくキキッッカカケケをを得得るるここととががででききまますす。。ここのの点点がが不不思思議議とと言言ええばば不不思思議議ななととこころろでですす。。導導きき出出

さされれたた「「ハハーートト・・カカララーー・・ナナンンババーー」」かからら分分かかるるここととはは、、今今、、自自分分はは人人生生ののどどここににいいるるののかか、、

自自分分のの取取りり扱扱いい説説明明書書、、人人かかららどどううみみらられれてていいるるかか、、運運気気ののババイイオオリリズズムム、、他他者者ととのの相相性性ななどど

がが分分かかりりまますす。。「「ハハーートト・・カカララーー・・ナナンンババーー」」はは、、自自分分のの人人生生をを把把握握すするるたためめのの手手掛掛かかりりやや、、

自自分分ががよよりりよよくく生生ききるるたためめののヒヒンントトににななりりまますす。。そそれれにによよりり素素直直にに、、楽楽にに、、ああななたたららししくく、、輝輝

くく未未来来へへ進進むむここととががででききるるとと思思いいまますす。。 

次次回回かからら「「ハハーートト・・カカララーー・・セセララピピーー」」ににつついいてて、、詳詳ししくくおお話話ししまますす。。 

フフォォーーチチュューーンン((ffoorrttuunnee)) 

ハハーートト・・カカララーー・・セセララピピーー 
メメーールル ssaacccchhii..lloovvee..ggaacckktt@@ggmmaaiill..ccoomm 

 
インクアートの作品        香田幸子（Ｃ）

新新連連載載 数数字字のの不不思思議議 

おお手手元元ススピピーーカカーー（（ララジジオオ機機能能付付きき）） 



漆漆
のの
木木
はは
もも
とと
もも
とと
里里
のの
木木
でで
、、
人人
里里
にに
近近
いい
所所

にに
植植
ええ
らら
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
江江
戸戸
時時
代代
かか
らら
漆漆
はは
四四

木木
三三
草草
のの
一一
つつ
とと
しし
てて
栽栽
培培
がが
奨奨
励励
ささ
れれ
てて
いい
てて
、、

貴貴
重重
なな
収収
入入
源源
でで
しし
たた
。。 

しし
かか
しし
、、
明明
治治
大大
正正
にに
なな
るる
とと
新新
しし
いい
素素
材材
がが
開開

発発
ささ
れれ
たた
りり
、、
中中
国国
かか
らら
のの
輸輸
入入
がが
増増
ええ
たた
りり
しし
てて

どど
んん
どど
んん
漆漆
のの
需需
要要
がが
なな
くく
なな
りり
伐伐
採採
ささ
れれ
、、
植植
栽栽

もも
ささ
れれ
なな
くく
なな
っっ
たた
ここ
とと
かか
らら
、、
自自
然然
にに
無無
くく
なな
っっ

てて
いい
きき
まま
すす
。。

きき
ちち
んん
とと
手手
入入
れれ
をを
すす
るる
のの
でで
ああ
れれ
ばば
農農
地地
でで

もも
漆漆
をを
植植
ええ
らら
れれ
まま
すす
。。 

野野
生生
動動
物物
のの
食食
害害
かか
らら
守守
りり
抜抜
くく
技技
術術
やや
知知
恵恵

でで
漆漆
をを
植植
栽栽
すす
るる
ここ
とと
がが
望望
まま
れれ
まま
すす
。。 

とと
ここ
ろろ
でで
、、
理理
美美
容容
用用
ハハ
ササ
ミミ
のの
ブブ
ララ
ンン
ドド
ＪＪ

ＯＯ
ＥＥ
ＷＷ
ＥＥ
ＬＬ
ＬＬ
とと
当当
社社
がが
ココ
ララ
ボボ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
しし

たた
漆漆
塗塗
りり
ハハ
ササ
ミミ
のの
展展
示示
がが
、、
ここ
のの
二二
月月
にに
モモ
ナナ

ココ
でで
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。 

（（
意意
訳訳
）） 

知知
はは
分分
かか
らら
なな
いい
とと
ここ
ろろ
でで
止止
まま
っっ

てて
いい
るる
のの
がが
最最
高高
でで
、、
そそ
れれ
はは
「「
葆葆
光光((

絶絶

対対
のの
知知
恵恵))

」」
なな
のの
だだ
・・
・・
・・
。。 

「「
葆葆
光光
（（
ほほ
うう
ここ
うう
））
」」
はは
古古
代代
中中
国国

のの
思思
想想
家家
・・
莊莊
子子
のの
文文
章章
にに
頻頻
繁繁
にに
登登
場場

しし
まま
すす
。。
莊莊
子子
はは
漆漆
園園
をを
管管
理理
すす
るる
役役
人人

でで
しし
たた
。。

製製
作作
にに
はは
、、
岩岩
手手
在在
住住
のの
蒔蒔
絵絵
師師
がが
携携
わわ
りり
まま
すす
。。 

収収
益益
のの
⼀
部部
（（
1100
％％
））
をを
輪輪
島島
市市
漆漆
器器
商商
⼯
業業
協協
同同
組組
合合
へへ
寄寄
付付
致致
しし
まま
すす
。。 

モモ
チチ
ーー
フフ
はは
、、
復復
興興
、、
復復
活活
をを
イイ
メメ
ーー
ジジ
すす
るる
フフ
ェェ
ニニ
ッッ
クク
スス
（（
鳳鳳
凰凰
））。。 

種種
類類
はは
、、
スス
タタ
ンン
ダダ
ーー
ドド
（（
二二
十十
万万
円円
相相
当当
））
、、
ププ
レレ
ミミ
アア
ムム
（（
三三
十十
五五
万万
円円
相相

当当
））、、 

スス
ペペ
シシ
ャャ
ルル
ププ
レレ
ミミ
アア
ムム
（（
百百
三三
十十
万万
円円
相相
当当
））
のの
３３
種種
。。 

仕仕
様様
はは
、、
エエ
ボボ
ナナ
イイ
トト
製製
のの
本本
体体
にに
漆漆
をを
塗塗
装装
しし
、、
蒔蒔
絵絵
、、
漆漆
絵絵
、、
螺螺
鈿鈿
等等
のの
漆漆

芸芸
技技
法法
でで
加加
飾飾
しし
まま
すす
。。
納納
期期
はは
、、
令令
和和
６６
年年
９９
⽉
頃頃
をを
予予
定定
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

１１
月月
１１
日日
にに
石石
川川
県県
能能
登登
半半
島島
をを
襲襲
っっ
たた
巨巨
大大
地地
震震
にに
よよ
りり
、、
建建
物物
のの
倒倒
壊壊

やや
火火
災災
がが
発発
生生
しし
漆漆
関関
連連
のの
施施
設設
やや
住住
居居
のの
多多
くく
がが
被被
災災
しし
まま
しし
たた
。。 

輪輪
島島
はは
日日
本本
のの
漆漆
芸芸
術術
及及
びび
漆漆
器器
生生
産産
のの
中中
心心
地地
でで
ああ
りり
、、
高高
度度
なな
手手
仕仕
事事

のの
技技
をを
持持
つつ
職職
人人
やや
作作
家家
がが
多多
くく
住住
みみ
、、
活活
動動
しし
てて
いい
るる
地地
域域
でで
すす
。。
漆漆
関関
連連

のの
職職
人人
やや
作作
家家
たた
ちち
はは
漆漆
のの
文文
化化
とと
産産
業業
をを
再再
興興
しし
よよ
うう
とと
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

当当
工工
房房
はは
輪輪
島島
とと
のの
縁縁
がが
深深
くく
、、
現現
地地
にに
はは
多多
くく
のの
知知
人人
がが
いい
まま
すす
。。 

まま
たた
、、
輪輪
島島
でで
修修
行行
しし
たた
蒔蒔
絵絵
師師
がが
岩岩
手手
にに
在在
住住
しし
当当
社社
のの
作作
品品
にに
関関
わわ
っっ

てて
いい
まま
すす
しし
、、
最最
近近
のの
テテ
レレ
ビビ
・・
新新
聞聞
でで
取取
りり
上上
げげ
らら
れれ
まま
しし
たた
がが
、、
輪輪
島島
漆漆

芸芸
研研
修修
所所
でで
はは
岩岩
手手
出出
身身
のの
工工
芸芸
家家
のの
卵卵
がが
技技
術術
のの
習習
得得
にに
努努
めめ
てて
いい
たた
とと

ここ
ろろ
でで
しし
たた
。。 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘（7）

「「葆葆光光（（ほほううここうう））」」ととはは、、「「ほほののかかにに内内にに秘秘めめたた光光」」ののこことと。。

漆漆器器のの艶艶ののよよううなな奥奥ゆゆかかししいい光光でですす。。 

（（株株））松松沢沢漆漆工工房房のの松松沢沢社社長長ささんんににおお願願いいししてて、、漆漆のの「「葆葆光光」」

ををエエッッセセーーににししてて発発信信ししまますす（（編編集集室室））。。 

連載

第第 66話話 漆漆塗塗りりハハササミミ 

便便りり 
ほ う こ う あ ん

モモナナココのの FFaaiirrmmoonntt MMoonnttee 
CCaarrlloo ににてて 

((株株))松松沢沢漆漆工工房房ささんんののＨＨＰＰ  hhttttppss::////mmaattssuuzzaawwaakkoobboo..ccoomm// 
 

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 

第 37 回

HHIILLLLSS NNEEWWSS
ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

漆漆塗塗りりのの特特別別なな万万年年筆筆をを製製作作 

輪輪島島のの早早期期復復興興をを応応援援すするるたためめ 

おお申申込込みみ・・おお問問いい合合わわせせ先先 
株株式式会会社社松松沢沢漆漆工工房房 

〒〒002200--00883366 盛盛岡岡市市津津志志田田西西 11--44--4433 

HHPP  hhttttppss::////mmaattssuuzzaawwaakkoobboo..ccoomm// 

MMaaiill  mmaattssuuzzaawwaa@@jjaappaannjjoobboojjii..ccoomm 

電電話話 001199--665566--77882299  FFAAXX 001199--990033--00443377 

参参考考例例  

喜喜多多川川歌歌麿麿のの歌歌ままくくららをを再再現現ししたた万万年年筆筆 

ベベルルフフままつつぞぞのの 電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 

夢夢
のの
よよ
うう
なな
購購
買買
スス
タタ
イイ
ルル

「「
無無
料料
おお
買買
いい
物物
ババ
スス
」」
でで
店店
にに
。。 

ササ
ーー
ビビ
スス
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
でで
「「
荷荷
物物
をを
ここ
ここ
まま

でで
配配
達達
しし
てて
」」。。
手手
ぶぶ
らら
でで
無無
料料
ババ
スス
でで
。。

丘
第第
一一
回回 

 

俳俳
句句
作作
っっ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか 

 

俳俳
句句
はは
世世
界界
でで
一一
番番
短短
いい
詩詩
でで
すす
。。
五五
七七
五五
のの
わわ
ずず
かか

十十
七七
音音
しし
かか
なな
くく
、、
そそ
のの
中中
にに
季季
語語
をを
入入
れれ
るる
とと
いい
うう
ルル

ーー
ルル
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

季季
語語
とと
はは
季季
節節
がが
いい
つつ
かか
をを
示示
すす
言言
葉葉
でで
すす
。。
例例
ええ

ばば
、、
夏夏
とと
書書
かか
なな
くく
てて
もも
「「
熱熱
帯帯
夜夜
」」
とと
句句
のの
中中
にに
ああ
れれ

ばば
、、
寝寝
苦苦
しし
いい
夏夏
とと
いい
うう
ここ
とと
がが
伝伝
わわ
りり
まま
すす
。。
限限
らら
れれ

たた
音音
数数
のの
中中
でで
表表
現現
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
とと
季季
語語
のの
力力
がが
必必

要要
とと
なな
るる
のの
でで
すす
。。 

季季
語語
はは
「「
歳歳
時時
記記
」」
とと
いい
うう
本本
でで
覚覚
ええ
まま
すす
。。
季季
節節
ごご

とと
にに
分分
類類
ささ
れれ
てて
おお
りり
、、
解解
説説
もも
載載
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

季季
語語
をを
イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
でで
調調
べべ
るる
ここ
とと
もも
でで
きき
まま

すす
がが
、、
手手
元元
にに
一一
冊冊
ああ
るる
とと
興興
味味
もも
違違
っっ
てて
くく
るる
よよ
うう
にに

思思
いい
まま
すす
。。
そそ
ここ
まま
でで
はは
とと
思思
うう
方方
はは
、、
書書
店店
やや
図図
書書
館館

でで
見見
てて
頂頂
けけ
たた
らら
とと
。。 

様様
々々
なな
季季
語語
をを
知知
るる
にに
つつ
れれ
、、
日日
本本
にに
四四
季季
のの
ああ
るる
豊豊

かか
ささ
がが
伝伝
わわ
っっ
てて
きき
まま
すす
。。
そそ
しし
てて
、、
歳歳
時時
記記
とと
仲仲
良良
くく

なな
るる
とと
、、
自自
然然
やや
動動
植植
物物
にに
限限
らら
ずず
身身
のの
周周
りり
のの
ここ
んん
なな

もも
のの
もも
季季
語語
なな
んん
だだ
とと
いい
うう
発発
見見
がが
ああ
りり
、、
頭頭
のの
体体
操操
にに

もも
なな
りり
まま
すす
。。 

どど
うう
でで
しし
ょょ
うう
、、
俳俳
句句
作作
っっ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。 

最最
近近
感感
動動
しし
たた
ここ
とと
、、
しし
みみ
じじ
みみ
思思
っっ
たた
ここ
とと
をを
まま
ずず

書書
いい
てて
みみ
まま
すす
。。
そそ
ここ
にに
季季
語語
をを
見見
合合
わわ
せせ
るる
ここ
とと
でで
一一

句句
がが
完完
成成
しし
まま
すす
。。 

難難
しし
くく
考考
ええ
ずず
、、
日日
記記
代代
わわ
りり
にに
一一
日日
一一
句句
、、
チチ
ャャ
レレ

ンン
ジジ
しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。 

四四
戸戸
美美
佐佐
子子
（（
草草
笛笛
俳俳
句句
会会
）） 

少年の雲    H.N（Ｃ）

俳俳
句句
レレ
デデ
ィィ 

俳俳
句句
ボボ
ーー
イイ 

 

めめ
ざざ
しし
てて 

俳俳句句をを作作るるたためめののココララムムをを四四戸戸ささんんにに 

綴綴っってていいたただだききまますす。。（（編編集集室室））。。 

盛盛岡岡高高松松四四丁丁目目店店 

おおおお
かかかか
げげげげ
ささささ
まままま
でででで  

５５５５
周周周周
年年年年
をををを
迎迎迎迎
ええええ
まままま
しししし
たたたた
。。。。  

◆◆
フフ
ララ
ッッ
ペペ
とと
はは 

カカ
ッッ
ププ
にに
入入
っっ
たた
アア
イイ
スス
にに 

ココ
ーー
ヒヒ
ーー
ママ
シシ
ンン
のの
ミミ
ルル
クク
をを
注注
いい
でで 

作作
るる
フフ
ロロ
ーー
ズズ
ンン
ドド
リリ
ンン
クク
でで
すす
。。 

高高松のの池

丘丘 

２２４４時時間間営営業業   
高高松松４４丁丁目目１１－－３３００ 

三三三三角角角角州州州州ののののフフフファァァァミミミミママママ

盛盛岡岡三三高高 
 

ガガソソリリンン 
ススタタンンドド わわ

たた
なな
べべ 

脳脳
神神
経経
内内
科科
ささ
んん 

三三馬馬橋橋方方面面 

４４号号線線 優優れれモモノノ家家電電 

お手元スピーカー
（ラジオ機能付き）

ツツ
ママ
ミミ
以以
外外
のの
操操
作作
部部
がが
すす

っっ
きき
りり
本本
体体
にに
収収
まま
るる
シシ
ンン
ププ

ルル
デデ
ザザ
イイ
ンン
。。 

どど
んん
なな
部部
屋屋
のの
雰雰
囲囲
気気
にに
もも

なな
じじ
みみ
やや
すす
くく
、、
防防
滴滴
仕仕
様様
なな

のの
でで
キキ
ッッ
チチ
ンン
にに
持持
ちち
込込
んん
でで

もも
ＯＯ
ＫＫ
でで
すす
。。 

上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  
電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

ＦＦＭＭ／／ＡＡＭＭをを登登録録ででききるる
ププリリセセッットト機機能能ややタタイイママーー
ややＵＵＳＳＢＢ端端子子ななどど充充実実のの機機
能能付付きき。。 
手手元元にに置置いいてておおくくだだけけ

でで、、何何役役ももここななししててくくれれるる
頼頼ももししいい相相棒棒でですす。。 

詳詳ししくくはは、、ここちちららををごご覧覧くくだだささいい。。 

hhttttppss::////ppaannaassoonniicc..jjpp//ccoommppoo//pprroodduuccttss//SSCC--HHSS3300..hhttmmll 

 

 

1100ccmm大大型型ススピピーーカカーーにによよるる中中低低音音。。 

音音楽楽// ニニュューースス // ククリリアア// ソソフフトト

ななどどののモモーードドかかららおお好好みみのの音音質質がが

選選べべまますす。。 

防防滴滴仕仕様様でですす。。 
キキッッチチンンななどど 

水水滴滴ががかかかかるる場場所所にに 

手手軽軽にに持持ちち運運べべまますす。。 

ポポーータタブブルル ワワイイヤヤレレスス ススピピーーカカーー 

SSCC--HHSS3300 NNEEWW 



 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （８）

いいつつもも、、新新聞聞ををおお読読みみいいたただだきき あありりががととううごござざいいまますす。。 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」はは、、創創刊刊かからら 99年年目目にに入入っってていいまますす！！ 

元元
気気
でで
すす
かか
。。 

ここ
ちち
らら
はは
皆皆
、、
何何
とと
かか
やや
っっ
てて
いい
まま
すす
よよ
。。 

先先
日日
、、
私私
のの
米米
寿寿
のの
おお
祝祝
いい
でで
、、
近近
場場
にに
一一
泊泊
しし
てて
楽楽
しし
みみ
まま
しし
たた
。。 

少少
々々
奮奮
発発
しし
てて
、、
部部
屋屋
もも
広広
くく
眺眺
望望
もも
良良
くく
、、
ここ
れれ
迄迄
にに
なな
くく
豪豪
勢勢
なな
感感
じじ
がが

しし
まま
しし
たた
。。
ぜぜ
いい
たた
くく
もも
ここ
れれ
限限
りり
のの
よよ
うう
でで
すす
。。「「
ぜぜ
いい
たた
くく
はは
素素
敵敵
だだ
」」
のの
言言

葉葉
のの
よよ
うう
。。 

八八
月月
かか
らら
のの
デデ
イイ
ケケ
アア
のの
ほほ
うう
、、
三三
回回
目目
でで
調調
子子
をを
悪悪
くく
しし
てて
おお
休休
みみ
しし
てて
いい

まま
しし
たた
がが
、、
何何
とと
かか
回回
復復
にに
ここ
ぎぎ
つつ
けけ
てて
、、
昨昨
日日
、、
四四
回回
目目
にに
行行
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。 

丁丁
度度
、、
壇壇
上上
でで
三三
人人
のの
人人
にに
おお
祝祝
いい
をを
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。 

年年
寄寄
りり
でで
何何
もも
目目
出出
度度
くく
はは
なな
かか
っっ
たた
がが
、、
一一
応応
、、
ウウ
ヤヤ
ウウ
ヤヤ
しし
くく
、、
下下
ささ
るる

品品
をを
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。 

今今
はは
、、
人人
間間
観観
察察
のの
最最
中中
でで
、、
なな
かか
なな
かか
面面
白白
いい
もも
のの
アア
リリ
でで
すす
。。
私私
のの
行行
くく

末末
をを
見見
るる
よよ
うう
にに
もも
思思
いい
まま
すす
。。 

人人
間間
、、「「
以以
前前
はは
ここ
うう
でで
はは
なな
かか
っっ
たた
」」
なな
んん
てて
思思
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
でで
、、
全全
くく
年年
齢齢

のの
しし
かか
らら
しし
むむ
所所
でで
すす
かか
らら
、、
無無
駄駄
なな
もも
のの
でで
すす
ねね
。。
元元
気気
でで
生生
きき
てて
いい
るる
内内
がが

そそ
のの
人人
のの
華華
なな
のの
でで
しし
ょょ
うう
。。 

一一
日日
でで
もも
思思
いい
残残
しし
のの
無無
いい
よよ
うう
にに
生生
きき
たた
ほほ
うう
がが
得得
策策
でで
しし
ょょ
うう
。。 

同同
級級
生生
もも
次次
々々
とと
、、
ここ
のの
世世
をを
去去
っっ
てて
寂寂
寥寥
のの
感感
でで
すす
がが
、、
別別
にに
後後
悔悔
はは
ああ
りり

まま
せせ
んん
。。
自自
分分
はは
自自
分分
でで
やや
っっ
てて
来来
てて
いい
るる
かか
らら
。。
でで
はは
、、
又又
ねね
。。 

（（
ＨＨ
・・
ＳＳ
）） 

母母のの手手紙紙

読者の方からの手紙を掲載します。発信された方の了解も得ました。（編集室）

いいつつもも、、新新聞聞ををおお読読みみいいたただだきき あありりががととううごござざいいまますす。。 
「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」はは、、創創刊刊 99年年目目にに入入っってていいまますす！！  

ここのの広広告告枠枠がが４４ココママ、、 

３３６６，，００００００円円（（月月額額・・税税別別））でですす。。 

メールでお申し込みください。
→メール iwate.forum2015@gmail.com

46号線で見つけた虹

広広告告募募集集 ！！ 
おお店店ののこことと、、 
ここのの新新聞聞でで紹紹介介ししててみみまませせんんかか ？？  

ここのの広広告告枠枠がが５５ココママ 
４４５５，，００００００円円（（月月額額・・税税別別））でですす。。 

おお店店ののこことと、、ここのの新新聞聞でで紹紹介介ししててみみまませせんんかか ？？ 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん」」にに広広告告をを出出すすとと、、売売りり上上げげがが伸伸びびるる、、

そそんんなな実実例例がが、、ホホンントトにに生生ままれれてていいまますす。。 

皆皆様様かかららのの広広告告・・寄寄付付でで、、印印刷刷費費・・ポポスステティィンンググ費費等等をを捻捻出出ししてておおりりまますす。。

皆皆様様かかららののごご協協力力でで、、フフリリーーペペーーパパ――のの発発行行がが継継続続ででききてておおりりまますす。。 

個個人人様様かかららのの寄寄付付もも、、 

おお待待ちちししまますす！！ 

広広告告・・寄寄付付ににつついいててのの 

おお問問いい合合わわせせはは、、下下記記ままでで。。 

→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

広広告告料料金金ににつついいてて
 

・・11ココママ 99,,000000円円（（１１かか月月・・税税別別））をを基基準準ににししままししてて 

・・22ココママ（（1188,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・33ココママ（（2277,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・55ココママ（（4455,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・66ココママ横横広広告告（（5544,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別））、、 

・・1100ココママ横横広広告告（（9900,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・全全面面広広告告（（222200,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

ここのの「「広広告告枠枠」」にに、、 

地地域域イイベベンントトのの告告知知、、ししててみみまませせんんかか？？ 

・・11ココママ 99,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別 

・・22ココママ 1188,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別 

・・33ココママ 2277,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別 

・・55ココママ 4455,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別 

→メール iwate.forum2015@gmail.com この大きさが、2コマ広告枠です。

地地域域イイベベンントトのの開開催催期期日日 
ササーーククルル参参加加者者募募集集ななどど 

1コマ 9,000円（税別）

これが 1コマです。 広広
告告
募募
集集 メメーールルででおお申申しし込込みみくくだだささいい。。  

→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

黒黒石石野野在在住住のの画画家家・・中中村村太太樹樹男男ささんんかからら個個展展案案内内のの

おお知知ららせせがが届届ききままししたたののでで、、掲掲載載ししまますす（（編編集集室室））。。 
第 37回

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 

HHIILLLLSS NNEEWWSS
ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

中中村村太太樹樹男男ささんんププロロフフィィーールル 
11996644年年生生ままれれ。。日日本本橋橋三三越越、、銀銀座座松松屋屋等等ににてて個個展展をを

開開催催。。島島田田雅雅彦彦、、内内田田康康夫夫氏氏等等のの小小説説のの挿挿画画をを制制作作。。     

hhttttppss::////bblloogg..ggoooo..nnee..jjpp//ttaakkiioo 
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創創
刊刊
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号号
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突突
破破
しし
まま
しし
たた
。。 

俳俳
句句
ココ
ララ
ムム
のの
連連
載載
もも
始始
まま
りり
まま
しし
たた
。。 

詩詩
のの
ココ
ララ
ムム
はは
前前
回回
かか
らら
始始
まま
りり
まま
しし
たた
。。 

次次
号号
かか
らら
はは
川川
柳柳
講講
座座
もも
掲掲
載載
ささ
れれ
るる
予予
定定

でで
すす
。。 

詩詩
・・
俳俳
句句
・・
川川
柳柳
とと
続続
いい
てて
いい
まま
すす
。。 

ここ
れれ
らら
のの
ココ
ララ
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読読
まま
れれ
、、
自自
作作
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っっ

てて
楽楽
しし
んん
でで
いい
たた
だだ
けけ
れれ
ばば
嬉嬉
しし
いい
でで
すす
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とと
ここ
ろろ
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らら
、、
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発発
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りり
まま
すす
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ここ
のの
新新
聞聞
をを
ここ
れれ
まま
でで
支支
ええ
てて
来来
たた
ＮＮ
ＰＰ
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法法
人人
とと
はは
別別
のの
発発
行行
主主
体体
とと
なな
りり
まま
すす
。。 

新新
しし
いい
発発
行行
主主
体体
のの
もも
とと
でで
ここ
れれ
まま
でで
通通
りり

「「
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん 

丘丘
」」
はは
継継
続続
しし
てて
発発
行行

しし
まま
すす
。。 

ここ
れれ
かか
らら
もも
ごご
愛愛
顧顧
いい
たた
だだ
きき
まま
すす
よよ
うう
、、

おお
願願
いい
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。 

そそ
しし
てて
、、
貴貴
方方
のの
店店
のの
「「
光光
」」
をを
ここ
のの
紙紙
面面

でで
「「
発発
光光
」」
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

広広
告告
・・
寄寄
付付
をを
おお
待待
ちち
しし
てて
いい
まま
すす
。。
発発
行行

継継
続続
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たた
めめ
にに
もも
。。 

まま
たた
、、
取取
材材
・・
編編
集集
等等
でで
多多
忙忙
のの
たた
めめ
電電
話話

にに
対対
応応
でで
きき
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いい
でで
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まま
すす
。。 

すす
いい
まま
せせ
んん
。。 

メメ
ーー
ルル
でで
ごご
連連
絡絡
くく
だだ
ささ
いい
。。 

編編集集後後記記


